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祁 壇特集・都市林 西欧の都市林を見て

新しいレクリエーション
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都市林とは へ
肺

近年にわかに都市林がクローズアップされ各方而から論議されるようになっ

た。ところで，いざ都市林とは何かと問いつめられると，おそらく誰でも答に

窮するにちがいない。都市地域にある森林といった程度の答にならない答でお

茶を濁してしまうのがオチのようである。それほど都市林の実体は暖昧なので

ある。しかしまたそれは，きわめて当たり前のことなのである。そこで今回

は，その理由を語りながら，というよりは語ることによって，与えられたテー

マに筆者なりの迫り方を試みてみようと思う。

都市林とは，そもそもドイツ語のStadtwald(シユタットヴァルI､）をその

まま邦訳したものである。そこで，本家本元のドイツの都市林とは一体どんな

ものかを，まず簡単に知っておく必要があろう。それは言うまでもなく，公有

林，つまり市有林であり，規模も一般に大きく，昔から放牧林，薪炭林，用材

林と,その機能も次第に移り変わってきている。その点では,その他の森林一

私有林や国有林一と比べて，とくに著しくちがっているわけではない。ただ

都市に接近しているというだけで，すでに中世のころから，市民のレクリエー

ションの場として利用された都市林も少なくなかったようである。ハノーバー
ヘ

やニュルンベルクでは，日曜や祭日にはピクニックや散策に市民が都市林をし

ばしば訪れているとの記録が残されている')。しかし，一般に都市林がレクリ

エーション林としてのウエートが高くなったのは19世紀に入ってからである。

たとえば，フランクフルトの都市林がレクリエーション施設の整備に積極的に

乗り出したのは，ヘンゼル営林局長の時代（1845～1901）からといわれる2)o

一方において，今なお用材林としての経営も行なわれているものの，その主体

1)Hennebo,D.(197の:Ges-的機能を市民レクリエーションのために譲り渡してしまっているのが，今日の
chichtedesStadtgriins,p.

39,PatzlerVerlag,Han-ドイツ都市林の姿とみてよい。
noVero

2)Ruppert,K.(1960):Derこのようにみてくると，都市林は都市地域においてレクリエーション機能に

蹴磯雛繍鰡ｻー ピｽしている規模の大きい公有林といえそうである｡ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄの都
市林は4,200ha,ベルリンのグルーネワルトは3,200haと，おどろくほどそChen．

＊大阪府立大学農学部教授の面積は広い。パリのブーロニュの森(845ha)やヴァンセンヌの森(995ha),
（造園学教室）あるいはアムステルダムの森(880ha)も当然この範鴫に入るだろうし，約
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2,500haのウィーンの森は，国有林にもかかわらず,や

はり都市林とみて差し支えあるまい。しかし，ケルンの

都市林のように100ha程度のものもあるし，エッセン

の都市林にしてもせいぜい200haどまりであろう。一

方,100haを上回るような大きな都市公園は，ヨーロッ

パの都市では決して珍しくはなく，真正の都市林と比べ

てなんら遜色のない樹林によってレクリエーション機能

を果たしているのである。

ということは，都市林という名称が，都市地域におけ

る森林の固有の機能形態に対して与えられたものでない

ことをまず認識しておく必要があろう。それは，あくま

で歴史的性格から切り離式ことのできない概念であり，

その生いたちによって名付けられたものなのである。た

とえば，新宿御苑（東京)，東遊園（神戸)，服部緑地

（大阪）などと称して，公園と呼んでいないのと似てい

る。あるいはまた，ロンドンのハンプステッド．ヒース

やウインブルドン・コモンをなぜパークと呼ばないのか

と聞いてみても，あまり意味がないのと同じである。

したがって，以上のような歴史的由来をもつ都市林の

名称だけを拝借してきて，すでに制度として定着してい

る都市公園なり自然公園の対立概念として，都市林の機

能的守備範囲を云々してみたところで，あまり稔りある

結論に達しそうもない。その実体がますます,陵昧になる

だけである。したがって，機能形態的にみた場合，せい

ぜい都市の生活圏域にある近郊レクリエーション林とい

った程度の漠然とした定義でもって今のところ満足する

ほかないであろう。しかし，漠然としているが故に不合

は毛頭ないし，またその価値を低下さぜることにはなら

ほかないであろう。しかし，漠然としているが故に不合理であるというつもり

は毛頭ないし，またその価値を低下させることにはならない。都市林をして，

真に都市林たらしめるのは，むしろ，都市林の内容形式をどう整えるかにかか

っていると考えるからである。それによって，都市林が近郊レクリエーション

林として存在する意義がより鮮明になってくるだろうし，さらに，都市林に求

められている今日的課題にも同時に答えることになろう。そこで，都市林の内

容形式について，そのあり方を掘り下げてみたいと思う。

冒頭に戻るようであるが，最近これほどまでに都市林が人々の口にのぼるよ

うになったのは何故であろうか。まずそこから考えてみる必要があるように思

われる。筆者もそのはしくれに入るのかもしれないが，ひとにぎりの専門家が

鉦太鼓を叩いて叫んでみたところで，そのひびく範囲はしれたものであろう。

瞭原に火が拡がるためには，それだけの理由がなければならない。たしかにそ

れは都市環境の悪化を背景として拾頭してきた環境保全の問題と切り離せない

流れのある林

(京都下鴨神社，1973）

都市林待望論の背景
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かもしれない。とくに，計画性のない開発による大都

市地域からの緑の森林の衰滅と後退に対する危横感と

無関係ではない。また，自然環境におけるレクリエー

ション的需要の塒大も見落とすことのできない要因で

あろう。ただそれだけなら，都市公園の整備促進と

か，自然公園の拡充強化といった行政的施策でもって

事が済みそうなものである。

しかし,それだけで終わらなかったのは,都市公園に

おいてもIﾖ然公園においても不一|一分にしか求めること

のできないような，何かこれまでと質的にちがったレ

クリエーション空間としてのイメージへの渇望が潜在

的に禰漫していたのかもしれない。そして，そのイメ

ージを付託するのに最もふさわしいものとして探り当

てたのが都市林であったといえないだろうか。それは

既成の屋外レクリエーション空|冊に対する「あきたら

なさ」の表明である。一方では，あまりにも《《できす

ぎ”てしまって，自然が秘めているミステリーとかデ

リカシーがすっかり失われてしまった都市公園がある

かと思えば，他方では，すばらしい自然景観を蕊雌と

する国立国定公園の亜流に甘んじているだけで，そこ

からレクリエーション空間としての新しい価値を創造

していこうとする積極的姿勢に乏しい自然公園が多す

ぎた。（もちろん，地域制公園の場合，そこに一定の

限界があることは十分理解できるのだが）つまり，自

然公園と都市公園は両極に分れて，互に相交わること

のないほど両者の質的な距離があまりにもありすぎた

ように思う。その距離を埋めるもの，それが都市林と

いえるならば，それこそ都市林間有の機能といえるか

もし荊ないし，また，都市林待望論の今日的背景も，
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疎生林として利用されてい

る武蔵野の雑木林
(小金井公園，1973）

その辺にあると断言して差支えあるまい。当然,都市林の展開する領域も,中間

的な都市周縁地域や近郊地域になることは明らかである。そこは，かつて農用

林や薪炭林とした二次林とか雑木林などから成り立っている里山である。その

ような平凡な自然立地において，市民のレクリエーションの場として寄せられ

る期待に対し，都市林はどうこたえようとするのか。とり立てて特色のない自

然的基質から，どのような価値をひき出そうとするのか。結局，都市公園サイ

ドからも，自然公園サイドからも，積極的にアプローチすることを怠ってきた

－常にそうであったとはいわないが－この新しいイメージ‘都市林”に対

し，最も明確な，そして，最もふさわしい内容と形式を与えること，これがこ

れからの重要な課題といえよう。今回，筆者のために貴重なスペースが与えら

れたのを機会に，盲蛇におじず，筆者なりに抱いている都市林としてのあるく



一

へ

特集・都市林一西欧の都市林を見て5

き映像をここに提示し，それによって前述の課題を深

めていく契機ともなれば幸いである。

都市林の本質一ヒューマン・ネイチャー

イギリスの有名な造園家ジェリコーは，ロンドンの

公園を，それらの特性に基づいて4つのタイプに分け

ている3)。自然型，歴史的古典型，歴史的浪漫型，コ

スモポリタン型と。そのうち，自然型に関する彼の見

解は大変興味がある。このタイプは「本質的にデザイ

ンされていない景観を基盤として成り立っており，実

際に技巧が凝らされていない｣，しかも，いずれも大

変広いし，かつ，複雑なので，「中へ入るとプリミチ

ーヴな世界へ吸い込まれていくような陶酔感を味わわ

される」ところに，その特色があるのだと指摘してい

る。今回の欧州都市林視察に際して，彼がその典型と

してあげている公園のうち2つまで－ハンプステッ

ド･ヒース(116ha)とリッチモンド・パーク(600

~700haぐらいか？）－に接する機会を得たのは，

まことに幸いであったpもちろん，僅かの時間でそれ

らの一部を垣間見たのにすぎないのだが，筆者が日ご

ろから模索しつつあった都市林像の椎成要素の多くが

そこにセットされているのを発見して，心のときめき

を抑えることができなかった。

デンマーク生まれの建築家で，かつ都市計画家でも

あるラスムッセンは,ロンドンを紹介した著書の中で，

ハンプステッド・ヒースの本質を見事に描き切ってい

る4)。そして，その本質は，筆者が考えている都市林

の本質そのものにも通じていると思われるので，少々

長くなるが，彼の文章を要約しておきたい。

－もし，あなたがロンドンの人に向かって，ハ

ンプステッド・ヒースはどんなに美しい公園なの

かと尋ねたとしたら，彼は目を丸くしてあなたをかと尋ねたとしたら，彼は目を丸くしてあなたを見つめ，お前はあれを公

園と思っているのかと逆にきき返されるだろう。彼らにとっては－ある

説明し難い理由で－今なお人手を加えないままで置かれている未開の土

地なのである。もとの自然はとうに崩れ去り，植物相は単純化かつ俗化

してしまい，動物相は消え失せ，丘の上の草地はすり切れてしまってい

る。しかしそこは，誰でも好むにまかせて，自由に何をしてもよいno‐

man's-land(持主のない荒地）であるといった幸福な妄想の中に彼らは生

きている。しかも，管理人も庭師もいる歴とした公園であ‘り，色々の目的

で樹木や潅木の植栽も施されている場所なのである。なだらかな土地の起

伏，巨木の樹冠が描く力強いシルエット，柳の木影を映す閑かな池，樹の

芝生のあるマツ林

(武蔵丘陵森林公園，197‘1）

3)Jellicoe,G.A.(1970):

StudieSinLandsCapeDe-

sign,111,p.69～72,Oxford

UniversityPress,London.

4)Rasmussen.S.E.(1960):

London？theUniqueCity，
p.238～240,PelicanBo-

oks,Aylesbury.
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汽幸ず･砺辮窮職瀞可雨一" 下で草を食んでいる羊の群れ，それらはすべて，

コローやミレーやコンステブルの世界そのもので

ある。しかし，ここを訪れる多くの市民が，この

ような形で，ここを見てはいない。アート・ギャ

ラリーの中にいるのではない。彼等は珍しいも

の，美しいものの代りに，もっとプリミチーヴな

ものを，高い草の中をかきわけ，額に汗して丘を

のぼりながら，肌でもって感じとっているのであ

る。このように,市街地のすぐそばに,適正に保全

されたヒューマン・ネーチャー(humannature)

の典型，それがハンプステッド・ヒースなの

だ。－

要するに，都市林とは，ラスムッセンがいみじくも

指摘したヒューマン・ネーチャー，つまり馴化された

(domesticated)lil然，ヒューマナイズされた自然に

尽きるかもしれない。そうすると，一方の自然公園＝

自然林（自然の生態系に委ねられたもの，必ずしも原

生林を意味しない)，他方の都市公園＝公園林（人間

の意志によって形成され，ほぼ完全に人為的管理体系

によって制御された空間）との中間に位する対立概念

として都市林を把握することも可能であろう。そして

そのことは極めて重要なことなのだが，さらに一歩前

進させて，それらの3つの概念をすべて包摂した上位

の概念として都市林をとらえるほうが，都市林の内容

形式をより豊かなものにし，通常の都市林には避け難

い立地の平凡性を克服する有力な武器ともなるはずだ

し，何よりも，具体的な造成計画の手法として現実的

であると思う。別ないい方をすれば，次のような説明

も可能であろう。従来から試みられていたように，都

畷ロー両劃"司『弓.”、里'零'‘’鴛聖>，
や軸
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利用度のもっとも高い園地
(武蔵丘陵森林公閲，1974）

市公園の中へ自然公園的な粗放的(eXtenSive)空間の導入による,あるいは，

自然公園の中へ都市公園的な集約的(intensiVe)空間の進出による，両空間の

相互乗入れ方式だけにとどまらず，これまで欠けていることの多かった中間的

(intermediate)な性格をもつ空間を参加させることによって，真の都市林に

なり得るのである。

このような観点から，筆者は，数年前の万国博覧会記念公園の基本構想の策

定に参画した際，その植栽計画に対し，次のような考えを示した。すなわち，

前述の公園林に相当するものとしていわゆる芝生が中心となる散開林型，自然

林に対応するものとして常緑樹の優占する密生林型，そして，樹林被度がその

中間に位する落葉樹を主体とする疎生林型の3つの樹林タイプを提案し，空間

の利用密度に対応して組み合わせすぐれた自然的環境の創出とその利用を図る
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密生林疎生林散開林
都
市
林
に
お
け
る
鮒
林
韮
本
型
の
諸
特
性

樹林被礎
（商木・中木層）

林床（草本腰）

潅本（低木層）

レクリエーション

利用密度

レクリコニーション

行動の自由度

空間的機能

1呆青管理

主要キ封零璽

70－100%

相対的に少ない

主に耐睦'|生樹種

イ曇

ノj，

遮断・保全空間

自然生態系に委ねる

主に常緑広棄ｷ封

'0～30％（20％前後）

芝生

時にｲ屋い刈込程度

高

大

滞留．､休息空問

刈込，施肥，潅水

落棄棚または常緑樹

40～60％（50％前後）

ススキ，ササ，
その他の野草

選択的導入または
イ呆全による

中

中

移動・敵策空間

下刈，間伐，落葉の
還元まプニはﾂ采取

主に落葉広葉樹

べきであると主張した。参考までにその内容を概略的に示した表を若干修正し

て，ここに紹介しておこう。

ここに提案したような樹林タイプに基づく空間分化は，すでに多くのヨーロ

ッパの都市林で現実にみられるところである。すなわち，一方に人の手の入ら

ない’ひっそりとした自然的空間一中には自然保存地として保護されている

場合すらある－があれば，他方では’始終スプリンクラーで潅水したり，ロ

ーンモアをかけたりして，集約度の高い管理下におき，したがって，人々の利

用度も高い人工的空間があり’その間に，種々の中間段階の空間が併存して，

様々のレクリエーション的要求にこたえながら，都市林全体としてのアンサン

ブルを構成しているのである。たとえば，ハンプステッド．ヒースにおいて，

ナショナル・トラストによって保存されているケンウッド･ハウスの南斜面の

広々とした明るい草地は，またとない日光浴の場として賑わう空間である。し

かし，この草地を下りた低地には，昼なお暗い諺蒼たるブナの自然林が残され

ている。その規模はさして大きくはないが，園路以外には林床に入れぬよう柵

で保護されている。その反面，明るい疎林もまた用意されているのである。

わが国の奈良公園の場合にも，このような空間分化がみとめられる。もちろ

ん，この公園は，初めから意図的に計画されたものではないうえ，地形的制約

もあって,レクリエーション利用面からの有機的つながりは弱いけれども。平

坦地の芝生中心の「公園林｣，春日山の「自然林」があるし，若草山では，山

麓部は利用密度のきわめて高い芝生広場から成り立っているのに対し，中腹か

ら山頂にかけては’年1回の山焼きによって維持されているススキ優占または

ワラビ優占の草原がつらなっているが，ここは山麓部とはうって変わった閑静

なエアポケットを構成している。昨年開園された東京近郊の国営武蔵丘陵森林

公園（約300ha)は，園内のアカマツ林やコナラ林などの二次林をうまく利用

して，都市林としての演出効果をあげている例の，つであろう。このような機

能性格をもつ例は，これまでにもいくつかみられたし，最近もぼつぼつ呪われ

ているようである。そのような新しい芽を育てていく方向に都市政策が確立さ

れることが強く要望される。なにしろ，都市林が求めている理想的な立地は，

土地利用の競合の最も激しい都市周辺地域であるから。（了）

一

一



8

母！a令ごf‐今2一‐、垂狸→勺癖一両冒蓉呑琶一一三万一一室….－ゞ霊一…_＝…垂唖一エ.二.1

都市公園公有化の一過程
ロンドン市の管理するKenwood

を例として

筒井迪夫

ケンウッドハウス（ロンドン）砂
蕊課邑冒謹雷 悪霊蛋蒙

・釘時八・－閏
I ＝3率壷一 一

夢＝．一… 一心饒苧』~一一軍ｰー~－＝響･昌唾一一二一辞－1

はじめに

マンフォードの大著「都市の文化」（生田勉訳

1974年鹿島出版会)を読むと土地の公有化が土地

利用計画の基礎になければならないとする彼の主

張が身近かに伝わってくる。土地はもともと公的

に保有されていたものであって，それが私的に売

買され，分割され，占有され，投磯の対象とさえ

なったのは資本主義的文明になってからであると

し,アメリカ合衆国の公有地分割の歴史を｢見かけ

の個人的所有権と永久的保有とは矛盾することを

示している」(同書330ページ）とし，分割が土地

の不経済的な利用形態へとつながる社会的，経済

的不安定のもととなるとしている。「共同所有権

という方法によって共同体生活（ここで彼の言う

共同体とは都市などの『コミュニティ』と考えて

よい－引用者注）の要求に沿った土地の機能的

割当てが可能となる」（同331ページ）とする。彼

のいう共同所有とは市や町の「地方当局」の所有

を意味しているが，このような公的所有のもとに

置かれることが公園地域，耕fl地域，都市地域な

どの土地利用区分を決める基礎になり，その基礎

の上に安定した社会的調整が実ｲjできるとしてい

る。彼は以上の考え力.に立って「公の許可なしに

はすべての田園地域の用途変更を凍結させる現行

のイギリスの法規」（-1974年の都市・農村計

画法『TownandCountryPlanningAct』であ

ると思われる。この法律については別の機会に紹

介したい－引用者注）は「共有体制に向う有益

な一歩」（同書332ページ）と評価している。

以~ドで紹介したいのはロンドンIIrにある「The

IveaghBequstKenWood」が大ロンドン'li

(GreaterLondonCouncil)の所有，管理下に

瞳かれるようになった過程である。もともとこの

KenWoodは個人の所有であった。それがロン

ドン市会(LondonCityCouncil)の管理下に入

ったのが1949年，大ロンドン市が管理の最終責

任者になったのは1965年4月であった。

現在，林地利用計画をすすめるについて，土地

所有のあり方がわが国でも大きな問題となってい

る。また森林の公益的機能を-|･分に発揮するうえ

に林地の私的所有のあり方や公共目的のための規

制のあり方あるいは公共制限の社会的許容範朋な

どが論ぜられ，所有の公共化の意義が問われてい

る。こうした問題を考えるうえに何らかの参考と

もなればという願いから,KenWoodの公的管

理化の過程をたどることとした')。

KenWoodの個人所有時代

KenWoodには建物と庭とがある。ケーンウ

ッドハウスは有名な建物であるがそれが建てられ

たのはマンスフィールド伯(EarlofMansfield)

の所有の時であったが，マンスフィールドの所有

になる以前，これは転々と所冶者を変えた。

KenWoodは広大な土地をもった邸である。

私のトラベルノート

遠藤洋子

(一）旅のプロローグ

「海外旅行は耐えることから始まる」というエ

スコーターの言蕊をかみしめながら8月31H夜，

むし暑い東京の灯に」&送られてルブトハンザ機で

とび立った。欧州4カ国の都市林研修の旅一山

官女房生活20数年の締めくくりとしては溌高か

_－

へ
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寄贈者の名を刻んだベンチ（ケンウッドの森）

た。第6代目当主は初代の集めた絵画，胸像，家

具を売却し最後には家，屋敷も売らねばならなく

なった。1914年にこの話が出てから，それを投機

的業者の手に渡さないための努力がつづけられ，

最後にはロンドン市が買収に乗りだすことになっ

た。

公有ならびに公的管理への移行

1914年に売却を決意したマンスフィールドは

家，屋敷（220エーカー）ともで55万ポンドを

要求した。民間人による朧入委員会(Purchase

Committe)が結成され買収交渉に当たったが，

時あたかも第1次世界大戦がはじまり交渉は一時

中断した。1918年戦争が終わり，再びこの問題が

表面化した。1919年,それまで別々に動いていた

国と市の2つの委員会が合体して一本化された。

この一本化した機関(KenWoodPreseFvation

Council-ケンウッド保存会）は1920年10月，

1エーカー当たり1,560ポンド，計34万ポンドの

購入価格と1年以内に支払完了する条件を当主に

提示したが，交渉はまとまらなかった。1921年，

ケンウッドの森（ハンプステッド・ヒース）

広さは約220エーカー（約90ha)ある。広い面

砿なので後にロンドン市が買収にあたった'1#，価

格が高いので買収が難行するのであるが，それは

後で述べることにし，しばらく最後の所有者にな

ったマンスフィールドの枇顔をみておこう。彼は

スコットランド貴族の流れをくむ人で1742年に

検事長，1754年に法務長官，1756年に高等法院

栽判長を歴任し，裁判長に就任した時にBaron

Mansfield(マンスフィールド男爵家）を創設し

た。その後英国法曹界に長老として君臨したが，

1780年にローマンカトリックの僧侶を助けたこ

とから「非カトリック教徒の乱行｣(NoPopery'

riots)の群集に襲われ,BIoomsburySqureにあ

る家が焼かれたのを壌にKenWoodに移り，終

生ここを居宅とした。1776年にEarl(男爵家）

を創設し1788年に死去した。マンスフィールド

は生前ロバートアダムに邸宅の建築を頼み，いわ

ゆるアダム方式の最初の建物として英国建築史上

その名をとどめている。KenWoodはその後数

代の主をかえたが第6代目に至って家産は傾い

一

－

一 一…五一一一"…

も知れぬ。

思えばあわただしい旅立ちであった。主人の急

な退官という複雑な気持ちに速く区切りをつけた

いと思い，息子たちにすすめられるまま一も二も

なく参加を決意した。それから家の引越しから出

発までの準怖の忙がしかったこと……エアバスに

身をゆだねホッとしながらこの1カ月の変化をふ

りかえり，この旅がこれからの私どもの人生の出

発の糧になればと祈らずにはいられなかった。機

内食をたのしみ，うとうとしているうちにたちま

往路州路路イギリス

フロンドン
ー9/5.60=

欧
州
都
市
林
視
察
研
修
旅
行

9/7

9/3.4ノ
）ケルン
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次大戦中は建物は閉鎖され，絵は疎開された。

1949年,LondonCountyCouncilは遺産の管理

者になり，建物ならびにその所蔵する美術品の管

理については公園委員会(ParkCommittee,こ

の委員会は諮問委員会）で専門家の助言をもと

め，維持，管理についてはCouncil'sArchitect

(建物委員会）の責任とした。1950年，一般公開

された。1965年4月,LondonCouncilの責任は

GreaterLondonCouncilに移った。

イギリスにおける土地公的管理への歩み2,

イギリスには1962年制定された「都市腱村計

閲i法」(TheTownandCountryPlanningAct)

がある。これはイングランドおよびウエールズの

土地利用を規制し，全国約175の地方管理区(lo-

calauthoritieS)は当該大臣の認可を得たそれぞ

れの管理区域の開発計画に従って土地利用を行な

うことを監督せしめている。計画は20年後の土地

利用形態を想定して立てられている。この開発計

画は地域の総合計画であって，町や村の規模，性

絡を定め，そのために必要とされる工場配祇，ガ

ス，電気，水道，交通計画，腿業，林業の保全，

農村や海浜の休獲地としての保存などをも含む広

範なものである。歴史的建造物や市街地区にある

広場，海岸にある特別景勝地を保存し，適切な住

宅計画をたて，公園をつくり，さらに国立公園や

自然保護地区の指定などもこの計画の中には含ま

れている。このような計画が必要とされるに至っ

たのは従来の自由勝手な土地利用が環境の破域を

著しくしたためであった。自由な経済活動がイギ

保存会はアピールを発表して,｢KenWoodの購

入については広い世論と圧倒的な精神的支持を受

けているが会の保有する財.政資金は8万5,000ポ

ンドに過ぎず，購入は難行している」ことを世に

訴えた。その後，保存会は購入敷地の全部を一時

に買う方針を改め，財政の許す範囲ですこしづつ

買うことにし，まず牧草地を含んだ100エーカー

を，1エーカー当たり1,350ポンドで買収する計

画をたて，1922年12月その買収を終えた。残っ

た土地については,HamoteadBoroughCouncil

(Boroughとは特権を与えられた自治市邑）が風

景美観を破壊する建物の建築は許可しないことを

決定したため土地の価格も下り,NorthLondon

Boroughの助力を得て大部分が買収された（買

収できなかったのは建物とその囲りの敷地74エ

ーカーであった)。こうして買収した土地は以前

の買収地と合わせて1924年にLondonCounty

Council(ロンドン市会）に移管された。

イベー氏の遺産（大ロンドン市の管理下に入る

まで）

1925年マンスフィールドは，建物と74エーカ

ーの敷地を総額1,079,000ポンドでロードイベー

(Lordlvegh)氏に売却した。イベー氏は臓入時

から10年後あるいは彼の死後，これらの全財･産

(絵画，家具を含む)を公共の利益のためにTrus-

tee(公的財産管理者）に贈与することを遺言し，

1928年死去した。イベー氏の意図は18世紀の絵

画などすぐれた美術品を散逸することなく英国に

造すことにあった。その後,1939～1945年の第2

へ

－

北海道のどこかに似ていると思った。空港の土産

物店ではじめてドルを使ってアラスカ州花のうす

ゆき草の絵はがきを買った。給油後再びとび立

つ，北極の空はよく晴れていてファンタジックな

氷河や氷山の群が陽に映えてとても美しい。

ち8時間は経ってアンカレジに着いた。

私にとって生まれて初めての外国というのに殺

風景な小雨の空港はどうしても感激が湧かない。

#~藍'雪-箕《濫・減.｡~篭i〆舞迄

一

＜旅のスケッチから＞グルーネワルトにある古塔からの

眺め湖水のようなハーベル川のその美しい水面には，

白鳥のようなヨットや遊覧船が浮かび，市民のレクリエ
ーション森というよりは，お伽ぎの国をみているようで

あった。遠く西ベルリンがしん気楼のように浮かんでい
た。（及川政一・日本林業土木連合協会）
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リスの繁栄をもたらすとの考えの下では，国がそ

の行為を制限，干渉することは個人の椛利の侵害

であり企業心を妨げると見なされた。しかし土地

開発政策がなかったため，町は住みにくくなり，

農地や鉱床の上にも住宅が建って天然資源の利用

にも困難を覚えるようになった。土地利用に対し

て最初の制限が加えられたのは1909年の都市計

画によってであり，ここで住宅，公衆術生に関す

る規制がなされた。1932年には地方管理局にはじ

めて土地利用計画作成の権限を与えた。この計画

では特殊の建物の保持や樹木，森林の保謹も規定

された。しかしまだ強制的規制力は与えられなか

った。1947年の都市,農村計画法ではあらゆる土

地開発の権利は国に属するとの理念が打ちださ

れ，公的使用のために強制的に収用された場合，

補償額は現在の利用価値に制限すべきであるとさ

え規定されるまでになった。1959年の同改正法で

池ゥ手 鼎瀞移二fF－旬

企 、ー 顕ヘ田P｡＆E謡一

はじめに

空港着陸寸前の磯窓から見たフランクフルト都

市林をかわきりに，放射状に集散する見事な街路

樹のパリに別れをつげるまで,14日間のヨーロッ

フランクフルトへ到着，ここではじめて有料の

トイレを使う。回った4カ国5都市の印象はそれ

ぞれ異なり強烈で限りある紙面では記しきれない

ので都市林はさておき，主婦の目でみたいくつか

の欧州初旅びの印象を記してみましょう。

（二）エーデルワイスの国へ

まず訪れたスイスのジュネーブは溢れるばかり

の花々と明るい湖に思わず感嘆の声が出る。街は

レマン湖とローヌ川を囲んで上品に小じんまりと

まとまりさわやかな感じ，別にとりたててどこが

特集・都市林一西欧の都市林を見て11

は強制収用された所有者はその土地の推定都市価

絡を全額補償されると改められ，計画制限を加え

られた土地は開発価値の喪失分の補償をうけるこ

ととされている。1962年の同法改正法でもこの点

は変わっていない。こうしてイギリスでは次第に

土地の公的管理が強まっているがKenWoodの

公有および公的管理化も以上のイギリスにおける

土地の公的な管理の強まる歴史の流れの中で生ま

れた具体的過程の1つである。

保守の国イギリスが，土地制度の中にもってい

るすぐれて進歩的な側面，これを見たことは今度

の研修の大きな収穫の1つであった。

1)GreaterLondonCouncil:ThelveaghBequest

KenWood,1975,pp.23

2)TheTOunandCountryPlanninginBritain

なお資料を貸与された井上静男氏に謝意を表する。

（つついみちお・東京大学助教授）

麺一

緑化木の取り扱い方の

2，3の事例

白木茂

ぐセントジェームズパーク（ロンドン）
戸L1 一呂画．2

パ《緑の見て歩き”は造園の分野でも参考とすべ

き多くの事例を見せてくれた。

しかし，あのヨーロッパの広大で平坦な緑域の

存在を思い浮かべるとき，気候的・地形的・社会

＊

ジュネーブ

’
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ったそんなヨーロッパでの樹木の取扱いについて

ここで写真を中心に述べたいと思う。

幼木植栽

植栽方法でまず目についたのは，幼木を植栽し

ていることである。日本における商速道路緑化は

ほとんどが立派な支柱を用いた高木植栽である

が，写真･2の南フランスでの道路の植樹帯緑化

に見られるように幼木を密植植栽したものが非常

に多く見うけられた。ドイツのケルンにおける褐

的などうしようもない彼我の差を感ぜずにはおれ

ない。人々の樹木や草に対する日常的ないたわり

と深い愛備もその一つであろう。写真の1はたま

たまバスの窓から見かけたパリの街刈での小さな

土/に｢頚現場（下水道工事？）のスナップである

が，樹木･(街路棚の損傷を避けるために幹を保

護する木枠が組まれている。このような風景は日

本の部'|了では考えられないことであるが，ヨーロ

ッパではごく常識的に行なわれている。目にとま

一

素晴らしいというのではないが少し年をとったら

ゆっくりと過ごしてみたい街である。ちなみにス

イスは労働賃金が高く物価もフランス等より安定

しているので他国から働きにくる人が多いとのこ

とだった。スイス旅行のハイライ|､は何んといっ

てもモンブランヘのケーブル登山でしょう。クー

ルな山の町，フランス領シヤモニーからケーブル

カーをのり次いで3,800mのきり立ったテラスで

アルプスの雪を手にした時は遂にここまで来た喜

こびがひとしおだった。

（三）ラインの夕映え

第2の訪門地西独ケルン，正直のところ旅行前

はあまり興味ももたなかったし予備知識ももって

いなかっただけにライン川のほとりにゴジック建

築の美を誇って堂々と聾えたつ大聖堂を眼のあた

りした時全く息をのんでしまった。600年もかけ

て受け伝えながらでき上ったこの荘麗愈建物は人

業とはとても思えない。この大聖堂のシルエット

がラインの夕映えに浮かぶさまを対岸の公園から

眺めるのはまた格別であった。公附のベンチには

#’蝿

一■■－←守－㎡一一一一一一一一勺■‐÷一寸
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識撹悪Hr－…■可

鵬
物で覆う工法をよく見かける。特に峡谷でのダム

建設によって生じる匠大な壁面の処理方法は各分

野で極々検討･されている。

今回の旅行II1に見られたものは，ごく小さなも

のであるが，砿粂而に木または鉄線で絡子を設け

ツル性植物を登はんさせている。（写真･3，4）

また，古い街並にはきまって啄真･5のような

風景がみられ，たれ~ドがる械物が都市景観の一つ

のポイントとなっている。

炭地帯の緑化にも広い面積にわたって苗木による

緑の復元が行なわれていた。

このような幼木による植栽は，植付時に苗木が

安価であるばかりでなく，樹木の群としての美し

さを観賞できるとともに，根部の強健な樹/kに育

てることができるので，長期的に見てもメリット

の多い植栽方法であると思われる。

壁面緑化

近年日本においてもコンクリート壁面などを植

一

老人たちが一人二人づつ腰を下して川をながめて

いる。何を考えているのだろうか，はたから兇れ

ばやがてくるr1分たちの姿を思いやって佗しく思

える情景だが……人によってはあるいは安心立命

の境地かも知れないし，孤独に徹しているのかも

知れぬ，私だったらどんな気持ちで佇ずむだろう

と夕映えの中でふと考えた』

翌朝早く大聖堂の礼拝滝に人ってまたびっく

り，ステンドグラスの絵の糸IIifらしいこと，地震

の少ない土地の利もさることながら人間の執念と ケルンの大聖堂に落ちる夕日（岩間義雄氏撮影）

ごI……

騨
溌
造
。
甚
・
伽
畔

麓
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樹木の保護

前述した主事中の樹木保護の例以外にも，たと

えば公園内に車の臨時乗入れを認めた場合，写真

･6のような処置が講じられていた。この写真は

ケルンの内環状緑地のもので，厚さ2cm以上の

木材を用いて組まれた保護木枠は押してもビクと

もしない頑丈なものである。

また,写真･7のようにリッチモンドパーク（ロ

ンドン）内各所には植生を保全するため人畜の侵

入を防ぐ柵も見られ，単木についても人の往来の

激しい広場にあるものは保護柵の設悩がなされて

いた。

街路樹についても細心の注意が払われている。

すなわち写真･8のような植桝蓋によって樹木根

部を人間の踏圧から保謹するものや，写真･9～,，

のように歩道ブロックに工夫をこらしたもの，ベ

ンチを兼ねて樹木を保談する写真･12のようなも

のなどストリー|、。ファニチャーとしても興味深

いものが多い。

街路樹は，日本のように台風害もなく，路上の

架空線もないので美しく大きく生長しているが，

ジュネーブのレマン湖畔のマロニエ並木のよう

に，建物二階からの眺望を考慮して比較的低く剪

定されたものも見られた。（写真･13）

植栽器具

幼木の植栽には支柱や結束材は特に必要としな

いが,街路樹のように単植されるものには,写真・

14～18のような支柱や弾力性に富んだ工業化学

製品（ビニル，ゴム）による結束材が用いられて

いる。（しらきしげる．都市緑地研究所長写真筆者）

一

’ ■
■

… 一 ｰ会1

都市環境と都市林

黒瀬太一

リージェントパーク（ロンドン）し
1

31■寸一一瓦＝~｣■ロ

「都市環境と都市林」というテーマは，日本都

市にとっては新しい政策分野に属するとともに，

改めて森林がわれわれの市民社会にもつ深い意味

につき，厳しく問いかけているものと患う。そう

いう考え方で，このテーマに取り組みたい。

「都市林」の印象

今回の視察旅行では，中部ヨーロッパ都市の都

市林のほんの一端に触れたにすぎないが，都市林

の魅力はたいへんなものであった。簡潔にいうと

樹種はBeech,Oak,Elm,Maple,Linden,Birch

一

信仰心の深さをまざまざみせられた。

ケルンの都市林グリンベルト，フィレレクリエ

ーション公園は規模が雄大でさすが堅災なドイツ

と思う。褐炭掘の後の処理と意欲的な緑化へのエ

ネルギーのたくましさが迫ってくる。掘削後に植

林された若木が風にそよいで光っていた。

ケルンの夜は聖堂にほどちかい駿占のビヤホー

ル「アルトケルン」でこれからの旅の成功をねが

って有志で祝盃をあげた。ケルンは何故か日本人

にぴったりくる街で中年のゆとりと落着きを感じ

させる。翌朝ロンドンへととぶ。

（四）自然美の公園

ロンドンやパリーについては到るところで語ら

れ宣伝されているのでいまさらと思えるが，紳士

の国というのでいささか期待してホテルへ着いた

がみごとに期待は裏切られた。日本の団体さんは

粗雑に扱われるのか？ロンドンの街は東京と同

じで人が溢れ，ごみも一ぱい。しかし公園は広々

として災しい◎公閲にもいくつかの形式力童あるの

が各国を回わるあいだにだんだんわかって興味深
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一

講義譲基震轟蕊
ケルン内環状緑地キューガーデン（ロンドン）

など落葉広葉樹を主体とする広大な《《平地林"で，

ときには満々と水をたたえる湖沼や明快な草っ原

をいだき，森林そのものが都市環境形成の重要な

要素となっていると同時に，それがそのまま市民

社会に解放されている。市民は市民で，それぞれ

の好みに応じた場所を求め，さまざまな形で自ら

のレジャーを楽しんでいる。その姿は，あくまで

も静かな森の自然に浸り切っているように見られ

る。理屈抜きで“自分たちの自然”が実現してい

るのだ。

もっともグルーネワルドなどのように，自動車

道沿いの一角に花壇をもった芝生など，いわゆる

公園らしい施設がみられるが，全体としては，奥

深い森のたたずまいである。ベルサイユなどの森

の例のように，かつては王宮所属の森林であった

ものが，いまでは主従が転倒し，豪宏な宮殿・庭

園すら，森林の一つの局部に過ぎないといった感

じである。このように「都市林」は，所有関係や

公園指定のあるなしにかかわらず，完全にTIj民社

特集・都市林一西欧の都市林を見て15

会に溶けこんでいる。

《《市民的自然”の思想

一体，「部｢|淋」のこのような現実状況は何に

起因するものだろうか。元来，ゲルマンとは「森

の民」の意味だといわれるように，市民の森に寄

せる感i,§が並々でないこともあろうし，広大な美

事な森林が王侯の狩猟地として近世まで保存され

てきたという歴史的背景もあろう。だが，フィジ

カルな面としては，それが都市近くにあって，し

かも柚生美しい平地林のため森の奥深さ，森のた

のしさを身をもって味わいうるという地形的好条

件を軽視することはできないだろう。

さらに，われわれが注目しなければならぬこと

は，生態学などがどういおうと，そこに11i民感情

によるひとつの豊かな自然があるということだ。

あえて私は，これを､《市民的自然”といいたい。

「都市林」は，都市近くの平地林の形で，そうい

う市民的自然を，市民それぞれの選択に応じる多

様さにおいて用意しているのである。だから「都

市林」の本質を，しいて分ければ，形のうえでは

平地林，中味では“市民l'l勺自然”にあるといえ

る。市民，あるいは国民の感情，心情を重視す

る，これからの都市林造成を含む都市環境政策に

おいては，この二つの特質が大きな政策眼目とい

うべきだ。

日本における都市林

わが国においても，中部ヨーロッパ型都市林と

いいうるものは，必ずしも皆無ではない。平野部

の原生林として長年保謎されてきた札幌郊外の逆

五"－写…一一空一万一一一

くなってきた。ハンプステッドヒースやリッチモ

ンドパークなどのfl然公閲では大人の迷j気も出て

ちょっとしたほほえましいハプニングもあり日毎

に同行の仲間意識も深まり老弱男女をとわず親し

さをましてきた。ケンウッド公園では思いがけな

い小さな美術館に出会いレンブラントなどの絵を

みることができた。

（五）リンデンバームの並木

西ベルリンで真先に眼につくのはホルクスワー

ゲン車とタクシーに使われているベンツの足形マ

望職羅霊夢
リージェント・パーク（ロンドン）
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管野幌森林公園（面駿2,040ha)や首都圏の国管

武蔵丘陵森林公園（同304ha)は代表的なもの

だ。各地の森林公園，国有林などのうちにも適例

を探し出せるであろう。

それらの多くは，形，ねらいはともかく，中味

のほうは､､市民的自然”の供与といった状況には

ほど遠いようだ。いわば個別行政部'11の独走とい

っては失礼だろうか。しかし，とにかく都市林思

想の前進はみられる。この前進を農林，地域計画

行政がどう生かし，市民を啓発するかが問題だ。

まず，自治体の主体ある創造性を尊重すること

と，中央行政のナワ張克服が，要諦されるc

ととのった《道具立て”

最近，都市環境要莱として，緑”の確保。導入

をはかる行政手段は，いちじるしく盤った°森林

法改正による地域森林計画の確立と民有林野の開

発規制，自然環境保全法による,ﾖ然保波をはじめ

都市計mi分野では，市街化を統制する新都市計画

法，都市内外の民有緑地を広範に確保しうる都市

浄

内職状緑地内の乗馬逆
（ケルン）

フィレ・レクリエーションパ

ーク付近のｵ2プラ林(ケルン）

－クと太った女性の姿である。東はR本のように

高級車も大衆車も一縦にピカピカに職き_上げると

いうようなことはしないらしく，モノトーンでは

ないが，カラフルな印象は残っていない。彼らに

とって車は財･産ではなく生活に欠くことのできぬ

手足同様のものらしい。街も想像以上にきれいで

幅広い歩道の真中にはショーケースが濁かれ道ゆ

く人を楽しませる。日本の夜店に似たものも出て

親しみを感ずる。女性の服装も決して派手ではな

いが色洲が美しいと思った。町かどでフランクフ

緑地保全法，農林業用地の留保とその公共施設へ

転用しうる生産緑地法，その他，首都圏，近畿圏

整備関係の一連の法律，さらに古都保存法,、公有

地拡大法など，その気になれば都II了林造成に役立

つ法的手段はかなりある。

それに国土利用計画法は土地利用（遊休地を含

む）と地価の規制を規定しているし，上記法律の

多くは土地所有者の買取り請求権と行政側の先買

い権を認めている。一方，祁市計画をはじめ道路

・河川・港湾・建築などの建設行政部門では，そ

れぞれが緑地造成を現実に推進している。

ただ問題は，さきにいう行政の総合性であり，

また，思い切った財政ワクの拡大である。この

点，低成長経済時代に処する行政，住民側双方の

新しいl'lli値観の成熟を符つぼかないのだろうか。

森林技術者の新たな対応

人間疎外に対する人々の1ｺ覚が進んできた。レ

ジャーの形を通じて《《'W民的自然”へのあこがれ

は，意識されるとされないにかかわらず強まっ

た。これに対し，森林をもっともよく知り，限り

ない愛11'iをよせる森林技術者は，どのように対応

すべきか。なるほど凶土は狭く平地に乏しい。人

口密度は高い。それに稲作農業の発達とともに開

発の手が広くゆきわたっている。もうこれだけで

平地林的な森林を身近に造成することなど，ほと

んど絶望的とすら思えるであろう。だが，森林技

術者が何もしないではどうにもならない。：《ヤマ”

のみでなく，都市を含めた総合的な森林政策を心

に描き，その社会的啓発と現実的な実行面を探ぐ

ウンターデムリンデン通り（東ベルリン）

→

へ
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る努力を尽くさねばならぬ。そこに本来の「技

術」の真面目があるであろう。日本流な都市林造

成への期待は大きいのである。

最後に，こうした問題への一つのアプローチと

して一言つけ加えておきたい。

たまたま，こ,の原稿を書いているとき，今順1の

視察旅行に参加され，しばしば会談をともにした

一人である青森の住吉七也氏から小冊子「あおも

りのヒバ」を贈られた。一読，私は感銘を受け

た。というのは，郷土の森林，ヒバ林,に対する，

このような社会的，文化的視点からの取上げ方

の中にこそ，森林技術者の新しい対応方向のある

ものが示唆されているように思えたからだ。ある

意味では，私のいう“市民的自然”思想が冊子に

’

一墨二狸一全廃副壷､一もq荘阜垂竜も里竜也唆解麺醸一一唾母P需垂1Fヨレ且一垂1垂一F÷一一一

あなたがもし，広いゴルフ場のような所に連れ

て行かれて，「さあ，好きなことをして遊んで下

さい。ただしゴルフはしないで下さい」こう言わ

れたらとっさに何をやろうとするでしょうか。私

が今度の都市林視察に参加していちばん感じさせ

られたのがこのようなことでした。

今度の企画に参加する前の西欧庭園に対する考

特集・都市林一西欧の都市林を見て17

あふれているといってよい。いま一つ。この冊子

で松川恭佐氏はドイツのある営林署での感想とし

て「森林官と森林の対話，愛情の交流」のこまや

かなことを語っておられる。これも「技術」を支

えるわれわれの心の問題として，やはり新鮮であ

ると思う。ともあれ「森林技術」「林業技術」の

新しい展開，主張を念じたい。森林の存在価値は

噸なる“公益的磯能”といったところにとどまっ

ていてはならぬからだ。

なお，拙稿「国土緑化｣50年秋季号：欧州都市

林から学ぶもの，「新都市｣50年10月号：風土認

識と都市計画のあり方，を参照願えれば幸いで

す｡(くるせたいち・財団法人郁市計画協会評議員）

と，｡ ’

＝箕’1－竺，守子￥一舎且J毎一唾室ユ多琶ユピーーー寺ご垂・エクaT今畠＝

●

勺■ ￥

え方は，学生時代，造園の講義で造園史を学んで

いたころ，諸先生方のウエートのかけ方は日本庭

園のそれよりもむしろ西欧庭園に重きをなしてい

た。確かに西欧の庭園を語らずして現代庭園を語

れないのはわかる。しかし世界に誇る日本庭園を

有しているわが国で日本庭園にのっとった現代庭
●●●

園もあっていいのではないか，などと変なりきみ

一一…ー…ー…ー…－

ルトソーセージを立食いする，太った女性が多い

のは馬鈴薯のためとか？

東西ベルリンの壁のあるプランデンブルグ門を

訪ずれその付近のいまだに生々しい戦禍の後の廃

嘘を見，繰り返えされる越境者たちの悲劇の場所

を見たときは戦争の悲惨さがあらためて思い起こ

された。それにしても同じ市民を東西に別れさせ

互いに反目させる無情の壁が憎いと思う。

ベルリンはリンデンパームの並木がとてもみご

とに繁っていた。 シャルロッテンプルグ宮庭園（ベルリン）
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方をしながら造園史をさぼりつつ社会に出て，森

林公園的なものを仕事として，初めて諸先生の西

欧庭園に力を入れて講義された理由がわかりかけ

てきたといえる。広い芝生，深い森，その中で遊

ぶ老若男女，これらのイメージはいわゆる日本庭

園では描き得ないものであろう。静的なものか

ら，動的なものへ，閉鎖的なものから開放的なも

のへ，個人のものから大衆のものへ，これらの流

れは現代の日本人の公照に対する感覚的な流れに

なっているのではないだろうか。このように考え

るとき，やはり一度は西欧の庭關を見てきたいも

のと思っていたところに今度の企而iがあり参加さ

せてもらった次第ですが，以下特に印象に残った

事象を述べて見たいと思います。

、まず最初に強烈な印象を与えられたのがケルン

の外環状緑地帯に行った時のことでした。日鵬の

最初のほうであったせいもあるかもしれません

が,どどまでも続くと思われる芝生(刈込みもちゃ

んとしてありました)それをとりまく森林,これに

接している池。開放的であると同時に街の騒音か

らの遮断，残念ながらウィークデーのためここを

利用している人々のなまの感覚はつかめなかった

が，特に施設といえば乗馬道が一本走っているだ

け，大きな木の~ドのベンチで二人の修道尼が静か

に腰掛けているのが静けさをさらに塒しているよ

うに思われた。われわれがいって，「さあ遊んで

下さい」と言われても，テーブル－杯のご馳走に

とまどう子供のようなもので，何をしてよいのか

迷ってしまいそうである。目をつぶってここで遊

ぶ人々がどのようにしているのか，感受性の乏し

い私の頭では，確かなイメージが結べなかった。

同じような思いをイギリスのリッチモンドパー

クでも味わった。広い胴内に広大な芝生，老大樹

が影を作り，鹿がたわむれ，リスが樫の木を壷り

降りして遊んでいるさまは，これをこのまま日本

に持って来た時のことを考えると，まだ利用の間

では日本は遅れているのかなとチョット悔しい思

いをしたものです。

またこれらの公園とは逆にフランスのフォンテ

ーヌブローの森では，特に芝生等はなく主役は木

へ

証琴…

ra
凹弓

脚
酎
溌

1

ー

柔jg

い’

へ

ブナの木陰にいこう2人の尼僧（ケルン：黒藏太一氏搬影） プローニュの森（パリ）

（六）人工美の庭園

マロニエも少し色づいて秋の深まりを感じさせ

るパリ，旅の最終コースのブローニュの森はどこ

か日本に似ている。ヴェルサイユ宮殿と庭園，フ

ォンテンヌブローの城と庭園は美しさここに極ま

れりといづた感じで素晴らしい。宮殿の盤画のみ

ごとさに見とれてしまい立去るのが惜しい。鏡の

間の400枚の鏡は今は曇っているが昔はさぞ太陽

とキャンドルを反射させて美しく輝いたであろ

う。フォンテンヌブロー森では少し時季はおそい

ようだがエリカの花が一面に咲いていてその中の

岩場で子供たちが遊んでいるナポレオン時代の

艦衰を感じる宮殿とトリアノンの別荘は対照的な

残映があった。途中のバルビゾンの美しい小村に

立ちよりミレーのアトリエを見学する。むかしミ

レー，コローなどの芸術家が集まったところであ

たりはのどかな田園風景である。こうして2週間

の私たちの旅は終わったが旅を通して思うことは

'21然災の英剛式公關，人工災のフランス式庭園，

この二つに比べ日本式庭悶はもっとスケール大き
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々であり森の中に点在しあるいは集合しているrl

然石である。ここにある広場は大して広いもので

はなくせいぜい車が数台駐車できるくらいの広さ

であった。ここで出会った子供たちは水に登り，

岩の間を駆け回り，それぞれの空想の中の主役を

演じてでもいるのであろうか，実に喜々として楽

しそうであった。

またロンドンのセントジェームズパークやリー

ジェントパークでは都市内部にあるためまた土曜

日でもあったので利用者も多く，公園も活気に満

ちていた。ここに遊ぶ人々は公園をどのように利

用しているのだろうかと野次馬根生丸出しで見て

きたが，これらの人々は実にゆったりとしたもの

であった。森の中で何々をして遊ぶんだ，散策す

ることによって頭を休めるんだ，芝生に寝ころん

で休謎を取るんだ，といったいわゆる何々をする

んだとついた気負いのようなものは何ひとつ見ら

れない。ただ太陽とたわむれ，緑に遊ぶ，それだ

けである。確かにわれわれも公園に行くのには目

的はないといわれるかもしれない，だが本当にそ

うであろうか，日本の公開で感じる利用者からの

感覚とは一味違ったものが感じられた。

芝生に椅子を持ち出して日光浴をしている人も

いる，何ごとか話し合っている恋人たちもいる。

ベンチで休む老人たちもいる。子供らを遊ばせて

しゃべり合っている母親の姿もある。ステッキを

ついてゆっくりと歩いてる老人もいる。ランニン

グをしているおじさんもいる。これらの多種多様

の人々が互いに邪魔することもなくそれぞれ楽し

特集・都市林一西欧の都市|ﾎを見て19

んでいる。日本でも最近はこういった利用の型が

多くなっているのは確かである。がまだ一つ足り

ないものがあるような感じがしてならない。

今度の旅行では少ない日数でより多くの都市林

を見ようと欲張ったせいか確かに喰い足りないも

のが多かった。そこに住む人々の生活，公園に対

する思想，森林の利用施設，等々見たいものをあ

げればきりはない。公園に遊びにきている人々は

これで満足しているのかどうかも語学力のなさと

内気？のなせるわざか聞き出し得なかった。アウ

トラインは，高橋先生やガイドさんたちから聞く

ことはできたが，今回の視察だけでは彼我の差を

比較することには無理がありそうに思われるが無

理を承知で比較させてもらうと，公園の利用に関

して言えばわが国はまだ行政指導的利用が多分に

あると言えるのではないでしょうか。

日本における緑化対策の歴史が短いことを考え

ればやむを得ないことかも知れないが今回特に強

く感じたことはやはり，公園の利用の仕方の差が

まだあるように思われます。たとえてみれば背広

を務てレストラソに行くのと，ジーンズをはいて

大衆食道に食認しに行くぐらいの差はまだあるよ

うに思われて癒りません。

現在公園等をつくる時はいかに利用させるかと

いうことに重点がおかれていますが，ある程度緑

になじんだ段階で人々の間から自然発生的に利用

の仕方を考え出してもらうといった方向に進まな

ければと感じてきた次第です。

（しょうじながすみ・宮城県森林保全課）

一 一一一〃一一…一一…”

く独特のあり方でこれからの私たち市民と溶けあ

ってほしいと思った。また，かいまみた女性の服

装にしても色洲豊かに個性を生かしていて決して

流行にとらわれていない，日本の私たちも少し考

えねばならない。パリーの般後の夜は同行の石井

氏と私の誕生日だったのでみなさま方が瀞ill:きを

して祝ってくださった。忘れられぬ今年の誕生日

である。最後に団長さん，高橋先生はじめみなさ

まに感謝しつつ筆をおきます。

（前長野営林局長夫人） フォンテンブロー（パリ）
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写真･1アカマツ母

樹林（王子叩地

山林）
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8月27日青森市教

育会館で行なわれた

総会および研究発蕊

会にひきつづいて，

28日野辺地・乙供

(甲地)地方をI|!心と

するアカマツ林の現

地見学会が約80鰯

の会員が参加して，

小雨まじりの天候に

もかかわらず有愈義

に実施された。
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31年5月残存山林の半分にあたる256haの未墾地買収

を通知してきた。それで，当社は，たび重なる不当の扱

いに鮒えかねて昭和33年2月訴訟を提起した。第一審

は，山林の存在価値と造林の熱意が認められて勝訴とな

ったが，、叶局が東京高裁に控訴した。しかし，いろいろ

の経過があって39年和解することになった。

現在ではさらに，時代の要請に答え,46年から緑化樹

木育成事業を開始し，その面稜は,25ha余,42樹種10

万本を漣成している。

山林の環境

この山''水は，北練40.49'，東経141.90'地点に横たわ

る東西2.5km,南北3kmの団地で，海抜高40mから

130mの範囲にあり，東が高く西に低い波状の丘陵地形

である。地質は，第4紀層（洪稜期段丘堆積物）で，土

壌は，主として黒色土で塩基に乏しく，比較的砂質の母

材である。また，地下10～20cmのところに比較的堅

密な透水性の悪いA2層が介在している。

この地域の気候を野辺地付近の観測値でみると年平均

気温9.2°C,年降水量1,556mm,最深積雪135cmと

なっている。とくに気象上留意しなければいけないの

は，秋期から線期の乾燥偏西風および春期の湿潤偏東風

（ヤマセ）の影縛と冬期積雪の多いことである。

山林の林況

この山林は，森林帯からみると温帯に属し，アカマツ

王子緑化株式会社甲地山林の見学

説明者：所長山崎卓

はじめに

この山林は，青森県上北郡東北町にあって，野辺地駅

から南東約4kmの丘陵地帯にある。昭和13年地元の

素封家野村氏から当社が買入れたもので，昭和43年の

実測面積は484.70haとなっている。買入れ当時の林相

は,大半が荒廃した無立木地で,わずかにスギ．ヒノキ．

サワラの人工林と散生する形質不良なアカマツ疎林とで

あった。それに対し，歴代諸先輩方の努力によって，今

日のような林相を呈し，今では全山スギを植栽しても優

良林が造成できるほどになった。

この山林の沿革

この山林の沿革を述べるにあたって，忘れられないの

は，故高橋政雄氏の業績で，氏は終始山林とともに起居

し，造林・保育・管理等の営林の仕蛎に励み，半生をこ

の山林の育成に捧げ，当時ほとんど例のなかったアカマ

ッの造林を実施した。

しかし’終戦直後の食綴増産のため，約25haの既墾

地買収に応じなければならなく，せっかく丹緒した,,,林

がなくなることに悲憤して，向らの/k命を絶ったのであ

る。

その後26年3月約128ha余りの未懸地買収さらに

一
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(昭和50年3月末日現在）

種別

人工

針葉樹林詞鍾
3791171396116

784823

ｽギ|功|錦ﾏ|合計
アカ
マツ

カラマ

ツ他

然林｜無林
立
地

広蕊天然林木
樹林計地＃I．

1626438
0.49）

3590

(0

緑養

化成

樹地

除

地

2522

55

山林合計

485

100

蓄砿:N35,700m3L2001n8合計35,900m3成長11i:N1,410miIL10m3合計1,420m3

（甲地マツ）を主とした森林で，ミズナラ，コナラ，ク

リ，カシワ，カエデ類が混交している。また，沢沿いに

はヤチハンノキを主体にした林相が見られる。

森林の現況はこの表のとおりで，スギ，アカマッを主

とした人工林が80％強396haあり，天然林はアカマツ

母樹林および傑換樹帯で16ha余りとなっている。

アカマツ林についてみると，人工林が155ha,天然林

が16haで，人工林は7･8齢級が大半であり，天然生

のアカマツは11齢級以上が過半数となっている。

これらの蓄脳をみると，人工アカマツ林は18,705m3

で平均ha当たり120m3強となっており，天然生アカ

マツ林は2,968msでha当たり185m3､となっている。

アカマツ母樹林の見学（前ページ写真参照）

この林分は,3.23haあって50年生から65年生平均

60年生のアカマツ天然林である。

平均胸高直経36cm,範囲は18cmから56cmで，平

均樹高は21m,範囲は17mから22mとなっている。

木数は983水，総材稚935m3あるので,1本ﾐ!1たり

0.95m3,おおまかに1*1m3の林である。1ha当た

り304本，蓄Wiは290m3ということになる。

（質疑）

口種子は採っているか。

■母樹林に指定されているが，純子探りが人変だからと

っていない。ここから見て左側の水が精英樹で，奥の

ほうにあと3本ある。

□いい木だが少しねじれがある。天然水なのか，また，

このような林分はどれくらいあるか。

■このような桃はほかにない。アカマツ天然林はあと雌

護樹帯として残っている。

アカマツ立木密度試験林の見学

この林分は，昭和16年甲地松の1年生苗木をlha当

たり3,600本欄栽した。立木裕度試験林として設定した

のは，昭和33年澗査，34年第1回の間伐を実施してか

らである。

34年（19年生）当時，樹高その他から植杉氏の岩手

地方アカマツ林分収唖表，地位中にあてはまるが，その

当時の林相から見て，間伐しても劣勢木より伐られない

と思われたので，地位上の数字を標準本数とし,20年生

でha当たり2,125本残すことにした。

試験区は20m平方で，基準区は85本の残存とし，

A区は維準本数の3割増区,B区は基準本数区,C区は

雑準本数の3割減区,D区は対象区とした。今見られる

林分の上がA区(ha当たり2,750本),下がC区(ha

当たり1,500本）となっている。

卵2回目の間伐は，38:年（23年生）に実行した。こ

のll#も紘杉氏の20年生と25年生の地位中の中間数字を

適用し,1,700本残すことにした。A区は2,200本,C

区は1,200本残すことにした。

第3回目の間伐は,J13年(28年生）に実行した。各

区の樹筒をみるとA区は平均12.50m,C区は12.80m,

対象区は11.80mとなり，植杉氏の収裡表地位上と中の

中llllであるが》これを適用すると本数があまりにも少な

くなると考えたので，腱林省林業試験場で作成したアカ

マツ密度管理図を使って本数を多少修正して,A区は

"

写典・2アカマツ立木密度試験林（王子甲地山林）
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ha当たり1,800本,B区はha当たり1,400本,C区

はha当たり950本残して伐採することにした。

鮪4回目の間伐は,48年であったが鯛査も間伐も･"#

によって実行しなかった。

3[i｣の洲i壁を見て,A,B,CIXの衿拭験区は5ｲドllll

の各胆lのI'l然納損はないに近いが，対象区は，毎匝'一lul

平均10～15本がrl然枯損している

このような側伐を必要とする休分は，ここ以外に100

haくらいあるが,1喋的に間伐を夷iテしたのは11111だ

けである。したがうて，今後は，この林分の例を参勝に

し，事業的に実施してみたいと砦えている。

（質疑）

口間伐材は，どんな〃Ihiに売られているか，また伐期齢

は何年であるか。

圃段初は，パルプ材･生産であったが，今では一般材とし

て育成している，したがって伐期|齢は50年である。

50年とすると，用材.80％，パルプ20影の割合になる

が，パルプ材生藤ということで35年生で伐採すると

30影用材，70％パルプ材となり，30％用材の中に4m

もの3mものはほとんどとれなく，短紳材のものしか

とれない。

ロ1年生苗木の造林についてはどうか。

■今事業的にやっているのは，1年生Ifi木でなく,1Igl

床替2年生のものを植栽している。1年生苗木を楠え

ると手入れがかかる。創設当時は，アカマッの造林が

全然されていなかったので，擶極造林をしたり，1年

生苗木を植えたり，2年生苗木を樅えたりいろいろ実

施してみたのだと思う。

口枝打ちはどのように港えているか。

■スギについては21mか3回やっているがアカマツには

考えていない6

□この山林の将来の方1句をどのように琴えているか。

■今後ほ，スギの植えられるところはスギを植えてゆく

ことになる。

約500haの山林のうち,すでにスギ人工林は約190

11aあり，アカマツ人工林はそれと同じくらいあるが，

ほとんど7～8齢級であるから，できるだけスギに職

きかえてゆくことでしょう。

□これに関連して，混交林造成や,肘-ド植栽についてはど

のように考えているか。*
■樹下植栽は，コバハンノキ造林の下に，アテ，トドマ

ツ，スギを試験的にやって3年になるが古いものはな

い。

写莫・3緑化樹木コバノヤマハンノキも植栽されている

（正子II1jil111林）

古い造林にトドマツがあるが，ド水のトドマツは願

弱であったから上木伐採のとき掘り取り移撤したが，

非常に弱々しい成長をしている。

ロトラクタ緋迩造林をしたところがあるとのことだが。

■私のところでやっているのは，トラクタにレーキをつ

けたもので地ごしらえをしているが，非常に悪い。

ロ土をくだいたのがいけないのか。

■乾燥したのではないかと思う，せっかく出た雅樹が枯

れた。

ロ伐採，集・巡材は全幹ですか。

■全枠ではない。丸太にし，トラクタ集材している。最

近では林内噸（デルピス）にウインチをつけたもの等

を使っている。

□この山休の道路網はどのくらいか。

四全長17,000mくらいあるからha当たり45mから

46mとなる。｜､ラクダでおしただけで路面ができ，あ

と敵砂利だけである。m当たり1,200円から1,300円

でできる。

野辺地営林署管内アカマツ

高品質材等生産林の見学

説明者：野辺地営林署管理官星正夫

青森営林局山田耕一郎

野辺地営休署は，六ケ所村，東北町，野辺地町にある

国有林10,643“を管理経営している。林地は，野辺地

一
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写真･4野辺地鴬林鵯管内アカマツ商品賀材等生瀧林

分の一那林*M

IIIJ･の西南部にある烏順子展を高所とした山地林と，本、

見学される丘陵体とからなっている。

林地面積は,9,775haで，そのうち66影が人工林で

ある。その内容は38影がアカマツ林，39％がスギ林と

なっている。天然林のほとんどは山地林のブナ・ヒバ林

であるが,200haほどのアカマツ天然体がある。

アカマツ人工林の内審についてみると，人？［林面積

2,449haに対し，蓄職は337294msでha当たり138

nl3となる。面股的には,6齢級から10齢級までが45%,

5齢級以下が38%,111陥級以上が17影となっている。

諮戟は6齢級から10齢級が61％平均,ha当たり205

m3,11齢級が30影で235nl3となっている。アカマツ

尚品質材等生産林分は；昭§150年度から実施される第

2次地域施業計測によって設定された。

地域面積は,385.39haで，野辺地営林署管内に

283.41ha,乙供桝林鵜管内に101.98haと2つの営林

栂にまたがっている。

設定の理由は，この地域は「｢旧地マツ」の生産地とし

て著名であるが，呪ｲfわずかばかりの天然更新地と学術

参考保護林を残すのみとなった。一方需要は，高品質材

が今後ますます増大するものと予想され，「甲地マツ」

の特性をふまえてアカマツ優良大径材の生態を目的とし

た林分の設定となったものである。

その生産目標は，もちろんアカマツであり，長級4.0

m材で末口径30cm以上としている。伐期齢は普通林
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地の50年に対し,2僻の100年とし，胸為直隆平均40

cmを考えている。ちなみに，岩手地方アカマツ林分収

椣炎，地位2等地の蝋林水は，林齢100年で，平均胸高

1点催41.2cmで，その範棚は28cmから60cm,本数

はha，％たり2494<,総材硫は393m3となっている。

つぎに#峡林分の齢級配悩をみると4齢級および10

1附級が多く，各齢級が均聯に配慨されていない。したが

って，ただちに高品質材が年々唯産されるということで

はない。将来生虚される大後材は，年伐採而械3.77ha,

年災賊1,482m3で,*1130cm以上，紫材歩止り56%

と推定して藤年生産される大従材は8301n3程度になる

と}令想されている。今ご臘脈っている林分は，アカマツ

lIl晦林としていた{ﾙ分であるが，この林分も含めて商品

磁材喋生産休としている。今回の調査によると，面談

は．27.20haあり，火雌2年植栽で，蓄破は7,616m3,

h鼬当たり280m3となっている。

さて，古来からこの地方のアカマツは「甲地マツ」と

して薪墹である。アカマツの天然分布の北限は，下北半

島といわれている。その北限地に近いところにすぐれた

アカマツ産地があるということで，今までご見学願った

が，その｢甲地マツ｣の特性というものを掲げてみよう。

まず，「日1地」はカッチと読み，これは’投檎を上手

に使う先住民族（都母ツモ）の住居があったところ（カ

ッチウコタン）という意味ではないかという説と，地形

的形状が亀の甲に似ているのでという説と二者が考えら

れるが，いずれにしても，古くから戦いがあったり，放

牧’火入れが繰り返されたところにアカマツの優良産地

典剛があるということに注目したい。

これまで概念的にいわれている「甲地松」の特徴は，

1）成長が早い（幼齢時はむしろ他のアカマツより遅

い)。樹幹は通直。

2）病虫害に強い。

8）一般に枝下問が岡く，クローネが狭小で枝の蒲生

脚度は80度内外。

4）幼時はやや黒ずんだ赤肌をするが老齢になると地

Iも4～5mまで比較的黒い厚皮であるが，その上は

赤肌で3mmくらいとなる。

’5）球果は一般に小さい。

6）幼ll零の成長がいく分にぶい。

7）風．雪害に強い。

等々あげられているが，いずれの特徴も数字で表現でき

るほどたしかではない｡（文責山田緋一郎）
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－分水嶺の佐野坂峠を越えて四谷に下り，更に細野

を過ぎて二股に到着c車を捨て，記念撮影の後，南股

沿いに採集開始。発電所近くまでは平凡だが，その後

は山地性のシダが次ぎ次ぎと現われ，南から来た人を

喜ばせた。昼食休憩時にAB二班を分け,A班は鑓温

泉下から小日向山を猿倉へ越し,B班は鑓温泉下から

二股へ引返す。かくておのおの充分胴乱や野冊を満し

て，午後6時すぎ再び貸切で二股を発して，7時半だ

るまやに帰った。夕食後はいつもの通り，三階広間狭

しと，野冊整理力瀝開された。－

以上は前回につづいて，日本シダの会筋7回全国大会

の模様を，行方氏の筆を借りて紹介したのである。もう

十数年以前のことだか‘ら，賞切バスを降りた二股に，

人家なり，店なりがあったかどうか，全く記憶にない。

ただ山麓地帯の広い高原の行きづまりで，背の低い二次

林に被われ，ツノハシバミの角状の総包葉がすでに相当

大きくなっており，ヤマモミジやベニイタヤ（アカメイ

タヤ）のような裏日本系の樹木が多く，これまた裏1]本

系のクロバナヒキオコシが濃紫色の小さいｲを咲き初め

ていたこと，ハウチワカエデの遡果の翅が左右にほとん

ど水平に開いているので，これがシナノハウチワと呼ば

れるものかなと思ったりしたことを憶えている。

推理小説界の鬼才，森村誠一氏の処女長編小説『大都
かえらず

会』（昭和42年）は，その題名に似合わず，白馬岳不帰

の瞼の第二峰に始まり，第一峰に終わる。

一昭和三十×年二月十四n,北アルプス，白馬岳，

不帰第二峰の頂に三人の登山者の姿が立った。．…．．…

彼らが今，身を寄せ合っている風雪の中の虚空の一角

は，．…･･白馬岳と五竜岳の中間に位する不帰の瞼と呼

ばれる,黒雲母花崗岩よりなる尖峰群の一つであった。

名前からも容易に想像されるように，その凄絶さは北

アルプスでも有数のものである。逆侭の脆い岩と，冬

期も雪をつけないようなかぶり気味の岩壁は，精強な

パーティーの挑戦を幾度も斥け，現に彼らが踏破して

来た第二峰東壁も，初登鑿であった。－

この初登筆を学生生活最後の想い出として，三つの大

都会，東京，大阪，名古屋へそれぞれ散って行ったザイ

ル仲間の三人だったが，企業競争の職牲となり，この中

の二人（花I澗・岩村）が友情を裏切って，一人の友（渋

谷）はついに復讐の鬼と化するのである。大学卒業後8

年経った2月初め，二人は母校山岳部名I縦で，部創立

40周年記念行事として，2月10日から2週間，白馬不

帰岳の冬期集中登山を計画したので,0･Bオブザーバ

ーとして是非参加して下さいとの招待状を受け取った。

－列車は下車駅，信濃四谷に近づきつつあった。神

城付近から全形をあらわした白馬連峰は，折りからの

朝焼けの中を車窓にまさに眉を圧するばかりの量感で

迫ってきた。雪にびっしりと鮒われた頂陵が薄紅く色

づき，次第に山麓に澱む暁暗を駆逐していく。白馬，

鋤，杓子いわゆる白馬三山が今日の一日のはじめのた
きら

めに柵陽をうけて煙めき始遡ようとしている姿に，花

岡は思わず長い息を吐いた。……

駅前からタクシーを拾ってベースキャンプがあるは

ずの南股へ向う。……･二股で車を帰した花岡は，朝の

白々とした風景の中に自分以外の人影の見あたらない

のを知って意外そうな顔をした。－

そこへまた，タクシーが雪にチェーンをきしませなが

ら塊われ，降り立ったのが，岩'I:､1･だった。二人は部員の

迎えのないのを不審に思いながら，「ここで立ち話しを

していてもしかたがない。南股の発電所の少し上に取入

口小屋があるはずだ。そこまで行ってみないか」と，歩

き始めた。小屋に肴くと渋谷が待っていたのである。か

くして，不帰の瞼第一峰の高距約400mの北壁で，良心

をとりもどした.随岡と岩村億自らザイルを切って，渋谷

に殺人の罪を犯させずに，散って行く。今やすべてが終

わって，空しさに包まれた渋谷も．…･…．。

－五月のあるよく晴れた日，白馬岳から鹿島槍方面

への一般コースの縦走を志した数人の登山パーティー

は，不帰岳第一峰の頂で異様な臭気を喚いだ。．……北

壁を望むハイマツの中に渋谷の死体を発見した。－

＊ ＊＊＊

一

~



一

一

オオバポダイジ1の大木がゆったりと大枝を腰げた姿

を打ち眺めつつ，発電所を過ぎ，やがてゆるやかな上り

の山道にはいると，たしかに参加者一同の眼が燃えてき

た。昭和37年になってシロウマイノデと命名した新雑

種の初発見はこの日だった。片親と推定されるカラクサ

イノデはこの南股入にたくさんあったが，もう一方の片

親と考えたイワシロイノデが，その付近にあったのかど

うか。富山県には確実なイワシロイノデ所産の報告がな

いから，この辺りが裏日本における本種の西限にもなる

わけで，再訪して調べなければと思いながら，いまだに

果たさない。聞くところによれば，南股入の道はすっか

り荒れてしまったという。

今では，シロウマイノデは北海道の滝ノ上|10.(A.

Sleep,1969年),青森県岩木山（渡嘉敷裕,1961年),

岩手県焼石岳（近田文弘，1966年)，山形県鳥海山（光

田重幸，1973年)，山形県月山（伊藤至，1954年)，栃

木県栗山村（大悟法滋，1969年)，新潟県浅草岳（中村

行雄，1960年)，新潟県北魚沼郡大白川（倉11J'IM,1950

年)，新潟県妙高山（倉俣武男，1967年)，長野県白馬

岳白馬尻（芹沢俊介，1965年)，石川県白山（村田章，

1972年)，福井県三の峯（渡辺定路，1965年)，福井県

能郷白山（渡辺定路，1973年）などに，その所産が判

明している。

ところが，これらの産地のなかには，イワシロイノデ

が全くないか，または少なくて，その代わりにサカケイ

ノデの多い所があり，それら産地のシロウマイノデは，

カラクサイノデとサカゲイノデとの雑種と考えられる。

といっても，これを今のところ，カラクサイノデ×イワ

シロイノデと形態的に区別することは至難であるから，

すべてをシロウマイノデとして一括してあるのだが，細

胞学的にはサカゲイノデが2階体であるのに，イワシロ

イノデは4倍体であるから，上記の二つの雑魎組合せは

染色体の数が異なり簡単に区別できるはずである。将

来，これら2雑種臆区別して命名されるかもしれない。

今の植物命名規約では，新植物を命名する時は，その

蛙準となる標本を指定するよう義務づけられている。し

たがって，シロウマイノデ(Polystichum×Shin-

Tashiroi)の避準標本である，白馬岳麓南股人の産品

が，いずれの雑種組合せであるかが，重大関心事となる

わけだ。埜準標本が最初の推定どおり，カラクサイノデ

×イワシロイノデであれば，カラクサイノデ×サカケイ

ノデが今後，新雑種となるが，逆の場合の可能性も皆無

とはいえない。今や，南股入の道をたどることが容易で
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ないとすると，この問題の解決は当分お預けである。

この日，今ひとつ，何人かの会員が採集の幸運に恵ま

れたのがシロウマイタチシダであった。この和名は中村

武久氏の命名だが，印刷物としては，『日本シダの会会

報』37号（1959年1月）誌上に現われたのが最初だろ

う。すなわち，中村氏は「黒部渓谷のシダ」の中で「シ

ロウマイタチシダについては，1953年筆者が白馬岳で

発見以来，本邦所産のものと明瞭に確認されたものであ

るが，其の後不熱心で潜臘を怠り，股近ようやく資料を

集め倉田先生に伽願いした次第のもの，－これが矢張

り今回御山谷出合で採集し，白馬に次ぐ第二の産地にな

る｡」と述べている。

私が中村氏と共著で「シロウマイタチシダ(新羊歯)」

と題する論文を発表したのは,1960年11月であるか

ら，昭和34年の夏の採集会の時は，まだ未発表の新種

であったわけである。中村氏が本極に初めて注目したの

は，この南股入でのことであったという。

シロウマイタチシダは葉柄を含めると，梁の長さが1

mにもなる大きなシダで，このような新種がそれまで見

過ごされていたことは，不思議といえば不思議だが，一

つには一見，シラネワラビと見誤りやすいこと，また一

つにはやはりその分布が限られていたからだろう。それ

でも今では，山形県温海町摩耶山(加朧信英,1965年)，
かいらa′

山形県飯豊山梅花皮沢（加藤信英，1959年)，新潟県妙

高高原町焼山（佐久間瑛二，1964年)，新潟県糸魚川市

雨飾山（岩野俊逸，1973年)，長野県白馬鑓沢下部（中

村武久，1954年)，闇山県黒部谷伽山谷山合（中村武

久，1958年）と，山形県から富山県にわたる裏日本の，

温帯～亜高山帯山地に分布することが判Iﾘ］してきた。

また，山形大学農学部には山形県のili1日脇の麓の大鳥

池付近で採集された標本が所蔵されていたと記憶する

し，新潟県魚沼三山の水雌川上流で牧野恭次氏が確実に

水腫を発見されている。さらに，今でも思い出すのだ

が,もう10年以上前のこと，新潟大学の樹木学実習で，

信州北部の戸隠牧場から黒姫山(2,053m)へ登ったII*,

中社の宿坊へ帰って棟木整理にとりかかると，造林学教

塞の丸山幸平氏が1枚のシダ葉を私に示した。それがシ

ロウマイタチシダだったのだから，びっくりした。黒姫

山への壷り道で採集したという。それ以後も黒姫山には

登る機会が2回あったので注意してみたが，再採集でき

ない。しかし戸隠・黒雌山蕊に本種があっても，少しも

不思議ではない。再発見を願うや切である。

（くらたさとる。東京大学腱学部教授）
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関つとむ 味をもった。そして，そのころ，ある科学雑誌

で，もし断しい舞足を見つけたら，その星に自分

（発見背）の繩iがつけられ，そしてアメリカの

天文学公から金メダルがもらえるということを側1

り，尚2の'Wliだった私は』雛への興味を大いに

抱くようにな.-,た。

第2次大戦が終わってIIIIもない1I1{1i122年の馨，

私は1台の犬体望遠鏡をI;j作した。望遠鏡の大辮

なレンズは,l111.の焼あとで拾一,た1枚の虫メガネ

の韮と，家の物llf小屋で見つけたⅡ．〃割れた老眼

鏡のKであ，た。瞳眼鏡の1§は度の大変弱い凸レ

ンズでできている。この凸レンズを前I§にして，

さらに度の倣い虫メガネのi§を拡大レンズ（アイ

ピース）として細み合わせると，適､'iな倍率の天

体望遠鏡ができることを知っていたのである。

望遠鏡がケプレル式だから地｣＄の景色を見ると

風物が逆さに見える。しかし天体には上も下もな

いので星がひつくり返ったとしても，さほど不便

はないのである。

レンズの筒はボール紙で巻いて作った。そして

三脚にはこれも物悩きで見つけた，古い写真機の

三脚を利川した。こうして苦心して作り上げた天

星の,＝なし
●
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コホーテク彗星1974年1月

体望遠鏡で初めて雌を覗いたのが昭測22年の大晩日

の夜だった。

廃物利用の当時わずか31U也でできた天体望遠鏡で

いったい何が見えるのだ。私は好奇心はあったもの

の，不安な気持ちで，中庭に出て，まず南天に光って

いる木星に向けてみた。すると驚いた。肉眼では1つ

の黄色い光脈にしか見えぬ木星が，チャンと丸い円板

像に見え，しかもガリレオが初めて発見したという四

大衛星が木星本体を回っている様子が手に取るように

わかるではないか.ノ私は自分の目を疑いながらも，

今度は天頂から少し東に見えるかの有漁なスバルの星

聞に向けてみたのである。

星の狩人あるいはｽｶｲﾊﾝﾀー,それが私の呼
び名である。

つい先日（8ﾉ]の末)，夏の蛙座として有名な白鳥

座に1つの新駿が輝き始め，山口県の商佼生長田健太

郎君が世界最初に発見した。そして10月の上旬には

秋の|ﾘj方の星座に2つの新彗星が突然現われて，世の

注目を集めた。一･jil,lilIの変てつもないように，やさ

しく光り輝いている星座の中にも，絶えず変化が繰り

返され，新しい雌が現われては消えてゆくのである。

その新しく生まれて来る塁を見つける，それが天文ア

マチュアとしての私の仕事なのだ。

1947年（昭i122fl:)の晩秋のころだった。戦災

（昭和20年7〃）と獲災（昭W121年12月）の傷痕

もまだ生々しい町の空に，突然無気味な青い尾を曳い

て，1筋のホウキ腿が現われた。これを災厄をもたら

す星として，いみきらう人が多かったが，私はこの鐵

星という天体が，いったいどこからやって来るのか，

そしてどこへ去って行くのか，ということに非常に興

へ

スバルはブﾚﾔヂｽともいって,初冬のころ束の
空に見えてくる6つ以上の塁からなる小さな星団で，

もちろん肉眼でも6個は確実に見える。幼いころから

なじんでいたその星団であるが，レンズを1句けてみる

と実に驚くべき激の展々が密集している様子がわかっ

たのである。そしてレンズを向けて見るものは，唯た
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だその美しさと宇宙の果てしない底の深さに鰯くばか

し，夜の更けるのも忘れてただ美しいレンズのII』の世

界に見とれたのである。私に望遮鏡が切っても切り離

すことができなくなったのはそのころからで，それ以

来25年，私は片-ときも，レンズを手離したことがな

いのである｡

そして少年のころ見た妖しくも美しいホウキ雌。そ

のホウキ型がこの手作りの天体望遠鏡で発兇できない

ものかと忠った。新しい雌，特に彗星というものはい

つ，どんな〃角に現われるものやら全く予測すること

ができない。だから夜蠣がli＃れてさえおれば，望遠鏡

で全天空を果てしなく探し統けるのである。もちろん

普通の蛙はたくさん見える。一・度，夜空にレンズを向

けようものなら，視野の巾はまるで遠くの町の灯を見

るように煎々としてlﾘ】減しているのである。ホウキ星

は，そのII'に人魂のように少し遮った様相をもって，

刻々といつのまにかわれわれ地球や太陽に按近して来

るのである。あまりにも接近すると，つい先年前のコ

ホーテク彗腿のように雄大な尾をなびかせて，人々を

びっくりさせるのだが，たいていの彗星は人目にふれ

ずに，小ｦⅢのままひっそりと'jも浦の彼方へと去って行

ってしまうのである。

彗星は太陽に接近するほど光をよく反射して明るく

なる。だから星の狩人たちは，夕方の西の方向や”明

方の東の方角を狙ってパトロールする。そして，それ

らしい天体を発見しようものならたちまちにして‘彗

星発見”の電報が東京天文台へ，そして東京で確認さ

れたら，その星に命名して東京から国際的な天文セン

ターであるアメリカのスミソニアン天文台に打砿され

る。そこで初めて正式に溌録され，○○彗足と命名さ

れる。スカイハソターにとってまことにやり甲斐のあ

る名誉ある仕蒋なのだ。

しかし，羽はそうスムーズに行くとは限らない。第

一新しい星を見つけても，それが果たして水当の遇混

であるかどうか確かめることが必要なのだが，はなは

だ面倒なことに宇宙には星雲といって，彗星に大変よ

く似た天体が万とあるのである。そしてさらに面倒な

ことに明るい恒星のそばにゴーストと呼ぶ一種の星の

幽霊（光学的な反射光）が出て観測者をはなはだまど

わすのである。素人はよくこのゴーストで失敗する。

地上のガラスや高圧線にかかっていた凧をホウキ星と
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スバル星間肉眼でも六つの星がみえる

見誤って電綴したという例もある。

私の場合は，こうしたゴーストや地Lの風物を見誤

った失敗こそなかったのだが，運が悪いというのか，

条件が適していなかったのか，5年，10年と熱心な普

腿パトロールの仕嚇を続けたのだが，容易に成果はあ

がらなかった。、

彗星の発見それは少年のころから怖き続けて来た
私の夢だったのだが，いくら努力しても，いかに捜し

ても新しい彗星はなかなか姿を見せてくれない。こう

して10年の歳ﾉ]がアッという間に流れ,18才のファ

イターだった私も，いつのまにか3O近い青年となっ

ていた。そして手製の望遠鏡で星を見つめた時間も，

ゆうに1千時間を越していた。いかに忍l肘が大切であ

るといっても，その努力と犠牲(時|聞的な)には限界が

あった。観測を始めて10年目にして‘新星を発見し

たい”という希望はいつのまにか消え失せ，再び夢も

希望もない平凡な一青年に帰ったのである。そんなあ

る日，私は少年のころ好きだった四国の山に登った。

その山の中に私の人生の再出発ともいえる一つのチ十

ンスが待っていたのである。

（せきつとむ・アマチュア天文家）
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食べ物のはなし．副食物

ランシヨネス

ゲ
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小 林喜伴

海洋民族系と大陸民族系が複雑に入り交っている南方

諸地域では色々な料理に出会います。しかし共通してい

えることは，彼らが動物を食べる場合，できるだけ血や

内臓を食べることです。植物によるビタミンの摂取や塩

分の不足を補うことの難しい人たちの間では，その極端

な例がエスキモーやアフリカの内陸に住む民族がそうだ

と言われるように，それらを助物のからだ全体から補給

しているのは，まことに自然な姿であるわけです。

フィリピンの山岳民族イゴロットの間には昔から蛋白

源として重要な役割をもっていたと思われる赤犬の水煮

があり，イロカノ地方人の好む山羊の1Ig(なます）は現

代文明社会にまで受継がれた合魏的な食品であり，ビコ

ール地方のバロットー家鴨と難の間の子のようなパトと

呼ぶ家禽の卵を卿る直前に蒸したもの－は滋挺食として

都会地に普及しつつありますが，これまた珍品というよ

り，必需食品の一つかも知れません。

この国での職噺級の料理は小豚の丸漉きで，ノ<雌から

渡ってきたものでしょうが，たしかにデリカシーのだと

いえます。料蝿は血を抜いた一匹の豚に少しづつ熱湯を

かけながら毛をこそげ落とすことから始まり，未熟のパ

パイアの実を1111割にしたものでこすりながら皮をきれい

にし，腹腔に野菜を香料とともに詰め，口から腿に棒を

通して椰子油を満遍なく塗りながら，くるくる回して8

時間ぐらいかけて焼き上げるのです。食卓にはそのまま

の姿で出されますが，およそ蕊華な料理の一つです。一

般的には大蒜をまぜて料理した血のソースで食べられ頬

の皮が最も美味だとされます。

これによく似た料理をスマトラ島中央高地にすむクリ

スチャン・バタック族のお祝で食べさせられたことがあ

ります。ただしこの場合はただの丸焼きでそんなに時間

をかけたものではなく，ソースは生の血に胡椒と酢を混

ぜた即席のものでした。

概して，大陸からの影響を強く受けている地域では陸

上の動物が主として食べられ，海洋系の流れをくむ地方

では魚介類がこの役目を果たしているように思われま

す。フ.イリピンの山奥には十指に余る原始的な民族がす

んでいますが，その中のアダ族（アエタ族ともいう）は

塩分補給に海浜に出てきます。刺早く父親を先頭に男女

の子供たちを中に挟んで最後尾には母親を控えさせた数

珠つながりの一列になって，女性たちはそれぞれ塾で編

んだ袋を背中から頭にかけて一中には芋の煮たのが入っ

ていたことでしょう一山から下りてきます。そして，一

日中浜辺の泥水につかりながら遊び戯れ，赤貝を探して

食べます。海水を浴びることは皮I闘病の治療につなが

り，生の貝を食べることは栄養の不均衡さを是正するの

に効力があることは確かですが，本能とは言いえない神

秘な大自然の誘導力を感じます。

フィリピンのキリスト教社会では肉蹴はなんでも食

べ，特別な戒律はなさそうですが，マレーシアやインド

ネシアのイスラム教社会では豚は食べず，羊か牛か鳥に

限られます。フィリピンでは鰐，蜥蜴，亀，蛇，蛎幅，

猿，蛙淳何を食べても人々はあまり気にかけませんが，

イスラム教社会では豚は不潔な勤物として敬度な信者は

絶対に口にしないばかりでなく，それを料理するという

疑いがある場合には，炊事の器物を別にしなければなら

ないとさえいわれます。両棲額も海飽の卵以外は原則と

して食べてはいけないことになっています。彼らの肉類

の1と民的なごちそうは焼鳥式の珊焼にしたもので，サーッ

テといいます。椰子の葉の芯を削ったものや竹を割って

作った串に刺したもので，難，山羊，牛が普通で，たれ

には辛いもの,il.いものと色々砿瀬があります。

日本人の'1に合う肉料理はこの焼鳥風のサッテでしょ

うか。数年前，カリマンタンの東岸にあるクワロという

村の食堂で野牛（サピウタン）が狸れたからというので

注文したところ，スープから煮物まですべて同じ肉で堅

くて歯が立たず剛｢Iしたことがありました。帰り際に，

手洗の入口に脳いてあった大きな皮の塊を見て牝鹿だっ

たことがわかり一同なるほどとうなづいたことでした。

へ

一
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海の魚は,最近日本で食べているものとほとんど同じ

ものがどこででも食べられます。ただ，小規模な沿岸漁

法のせいか大きな魚は市場には売っていません。瀧鯉法

としては，勝通カレー汁にしたり，油で妙めますが，時

には焼いても食べます。少しまだ煙の出る木炭で峨して

生臭さを消す焼方で，チャベや塩辛の上澄みのパティス

やパパイアやパイナップル蝉からつくった酢で食べま

す。海の魚は生焼でも心配ありませんが，川魚には時と

してジストマが寄生していることがあるので，焼魚にも

しないほうが安全です。烏賊はあまり食べませんし蛸は

見たこともありません。胴地帯の水淵りには雨魚，比較

的きれいな川や沼には鯉(2m以上もある巨大なもの),

普通の川には骨の堅い鮒に似た魚，濁った大河には長さ

11n以上もある盲目で4木の触角を持つ魚，等々，汕

妙めにすれば結術美味な魚類がたくさんいます。

砂地の三ﾒI州の先には淡紫色で10cmぐらいの殻をも

った帆立貝，泥浜には小さな赤貝，川底には大形のしじ

みやあさりがよくとれますが，住民は串焼にして食べる

ことがあります。戦争･中，ミンダナオ島のダバオ湾に注

ぐトガナイ川の川口近くであさりを佃煮にして海軍に大

量納めたことがありましたが，川底はすべてあさりの層

だったと言っても過言ではなかった程の見事な収盤を経

験したことがありました。また，スマトラ島西岸のシポ

ルガ港の対岸にあるムサラ鳥の湾内で,20cm以上もあ

る牡蛎の群楼を見たことがありますが，所によっては異

状に繁殖するものか，あまりの光景に背筋が寒くなった

ことを覚えています。

南方の海産物の中でどこへ行っても食べられるものと

いえば，海老と蟹でしょうか。海老は石油が出るところ

には必ずいるとまで言われるくらいですが，産地として

はやはり静かな大きな湾の出口で底が泥の10mぐらい

の深さの場所が指適されています。車海老と呼ばれる類

です。スマトラ島東岸では小形のものをエビと呼んでい

るのを聞いたことがあります。伊勢海老は深いどちらか

といえば波の荒い磯で住民は潜水して槍でとらえます。

蟹はいわゆるマングローブ盤で，浅い泥海のマングロー

ブ樹休の付近で，四手網で独ります･殻は堅く，鋏の部

分等は金物で叩かなければ割れません。市場では生き

たままのものを樹の皮の細で十文字に縛って売っていま

す。マニラ市には卵を持った蟹を酢で食べさせる専門店

があり，シンガポール市の郊外には，唐辛子のソースで

丸煮にしたものを自慢にする店があり，ジャカルタの市

街外れには色々な海老料理を看板にしている店があるほ
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スマトラ島メダン市から印度洋岸のシ

ポルガ港に至る中間にトバ湖という湖が

ある。その湖岸のパラパット町の屋台店

で見たバタック族（正式にはトバ・パタ

ック）の昔の部族暦。竹筒に刃物で彫っ

たもので，機に12カ月が右から左に，

鞭に1カ月が30日に分かれて刻み込ま

れている。○○印の日には稲の種を描い

てよいことになっており，●印は死を意

味する日だと説明を受けた。海老のよう

な絵はサソリを意味するもので日本でい

えば，4日続きの「三りんぼう」か「仏

滅」とでもいう日にあたるものか．

ど，東南アジアの海老畷料烈は美味食品の一つであると

いえます。

食べ物のことを書き出すと，次から次からと柵てきて

切りがありませんが，保存食品について触れておきまし

ょう。

水牛や牛の肉は薄切りにして大蒜の汁を塗って天日に

干すか域製にします。海の魚，特に鯛のような白身の大

きな魚は背を服いて塩水に液けながら地而にひろげて－1：

します。乾いたらまた塩水に漬けて干し，数回繰り返し

ますが焼いたり妙めたりすると幾分くさやのような風味

があってなかなか捨て難い干魚になります。山調査で術

詰食品が脚に付いてくると，これがなければ飯がil隣に通

らなくなるのはまことに不思議なものです。キャンプか

らキャンプへの移動の時など，前に歩いて行く案内人の

背中の荷物の_lで雨に叩かれてくるんべろんと揺れてい

るのを見ているときは，お世辞にもうまそうだなどとは

考えませんが。

フィリピンにば色々な魚介の塩辛があります。小粒の

牡蛎の塩辛（シシ)，赤貝の塩辛（アマホン)，小魚の塩

辛（ギナモス)，小海老の塩辛(バゴオン）など，魚の卵

の塩辛もありますが，彼らはそのままのものを食べず，

料理の調味料として使います。前にちょっと述べたパテ

ィスという漁辛の上澄みは秋田のしょっつると同じくア

ミノ酸醤油で，インドネシアでは固練の形で市場にも売

っていますが，発酵した魚臭がかなり強いものです。

漬物には，パパイアの未熟の実を千本切りにしたもの

を主体とした臆（なます）が各地に見られ，フィリピン

ではこれをアチャラと呼んでいますが，［1本にもこの名

が最近潰物店で見られるのはどうした経路を辿ったもの

でしょうか。

（こばやしよしとも。MOFDECO技術室長）
さし絵・著者
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若齢林分の保育問題

■その多面的な検討図

9

枝打ちと巻込み

竹内郁雄

製材品の品等区分は，日本腱林規格で節の存否，丸

身,･曲り，ねじれ等により規定されている。これらの欠

点のうち丸身．,､曲り，ねじれ等は，製材上の問題であっ

たり，樹木の性圃'二の間脳である場合が多い。一方，節

の存否は，保育上の問題，特に若擶林分の保育と密接な

関連を持つといえる。

枝打ちは，雌節材や節の少ない良質材を生産目的とす

る時に，最も有効な保育手段の1つとなる。しかし，枝

打ちを行なうことは，一方で生長の低下を棚くという欠

点が生じる。このため，生長の減少を極力避けるような

枝打時期の検討が望まれる。今回は，スギ，ヒノキ人二I:

林での枝打ち後の巻込みについて考察し，枝打時期の松

討を行なう。

公園の樹木や銘木といわれる個体での安全な枝打技術

については，ここでの課題とI尚接関連がないので触れな

い。

1．巻込みに影響を与える要因

巻込みに影縛を与える要因を検討する前に，用語の定

義をしておこう。節解析での測定は,図･1にしめすよう

な幹縦断而（柾目）での値とする。なお，枝打痕が，外

見から見えなくなった時を巻込み完了とする。

港込み年数：枝打ち時から巻込み完了までに要する年

数。

塗捷径:枝打ちに
よって，枝が切断さ

れた点での垂直方向

の皮なし枝直径（こ

の値は,幹より1cm

程度離した箇所の皮

つき枝径とほぼ等し

いと考えてよい)。

薩技長：幹に接し

て枝打ちした場合で

も，枝I淡や樹皮際の

影騨で枝が残るのが影響で枝が残るのが 図･1節解析の方法

普通であり，残った A:残枝径B：残校長

C:巻込み長
長さをいう。

巻込み長；枝打ち時から潅込み完了までに要する幹の

半径生長戯。

最近，この砿の節解析が行なわれているが，測定方法

が統一されてないため，測定方法をよく即解したうえで

ないと結果の比'陵が困難であるので注意が必要である。

枝打痕は，その後の幹の直催生長に伴って巻込まれ

る。巻込みに影響を与える要因を，著者らの行なった埼

玉県西川地方の節解析を中心として検討してみよう。

スギ，ヒノキの巻込年数は，残枝径や残校長の大小と

明らかな関連はない。これは，巻込年数が枝打ち後の直

径生長の良否により大きく左右されるためであろう。直

径生長は，技ｲ･1.ちの程度，土壌条件，林l肺，密度，施肥

の有無際により影響を受ける。また，｜司一個体での直径

生長鐙は，枝下部の幹の位個によっても異なる。たとえ

ば，平均樹i"8.2mのスギ林分で地上5.21nの枝打ちを

行なった結果，枝打ち険1年間の直径生長鍬は，地_上

5､2mの値を100とすると地la3.2,1.2mではそれぞ

れ60,45程度であった。ヒノキもスギとI司様の傾向が

あることが知られている。このように幹のI直徒生長趣

は，根際部分を除けば樹冠部に近いほど大きく，樹冠部

から離れるにつれて小さくなる。この結果，燗体内での

枝打痕は，樹冠祁に近いものほど早く巻込みを完了する

ことになる。このような理由から，巻込年数で巻込みの

遅速を判断することは好ましくないといえる。巻込みを

一般化して解釈するためには，枝打箇所での枝打ち時か

ら巻込み完rまでの半径生腱騒（巻込み長）でしめすほ

うが良いと考えられる。

現地で枝打ちされたスギ，ヒノキの残校経と巻込み長

の関係は，｜ﾘlらかな傾I伽が認められない場合が多い。こ

一

一
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は，スギ’ヒノキそれぞれ0．783，0．926で

図
あるから，たとえば，平均半径生長篭（難北）

2
が螺しいと仮定すると，残校長が10mm"

スえば，その巻込み長(j'I)にはスギで8mm,
ギ
ヒノキで9mIn程度の篤が生じることとなと

上る。一方，枝打ちIIfから巻込み完了までの平
ノ

キ 均半怪生長量（軸）は，スギで2～6mm,
の

ヒノキで2～5mmと樹砿ごとに大きな差は

鷲“､った｡ｽギ,ﾋﾉｷの蹴繕の“は,そ
長れぞれ0.922,0.670であるから，残技長が等
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腱
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○

０
mmあったとしても，巻込み長にはスギで4

Inln9ヒノキで3mm程度の差しか雄じな

い。両樹種とも平均半径生長量の大きいもの

ほど，巻込み長も大きくなる結果となった。

しかし，〃んの定数は1より小さいので，巻込

期|冊は半径生長の大きいものほど短くなるこ

とをしめしている。

現在までに行なわれている節解析結果から

も，進込み長に影騨を与える因子は，残枝長

１ｍ伽
巻
込
み
長
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残枝長

mm)15が股も璽要であるといわれており，ここでの
結果も同様であった。これらの結果から，巻

乏込み長を小さくするための枝打技術としては，残校長を

壜できるだけ小さくすることが砿要であるといえる。そし

|、て，巻込み完了までの期間は，妓伎長が小さいほど，臘

搾生長が大きいほど聴くなるといえ為。

0 5 10（

の原因は，後で述べることにする。ところで，巻込み長

と最も関連が深いものは，残枝長である。111樹砿の例を

図・2にしめす。図のように巻込み長は，残枝腱の大小

により左右される傾向が認められる。

巻込み長(JIz:mm)に影騨を与える要因として残校

長(JM:j:mm),残枝径(:rj;mm)のほかに，枝打ち時

から巻込み完了までの平均半経生長堂（郡ル:mm/年）

の3要因を用いた結果，次式が得られた。

スギ:yl=0.783xi+0.011srj+0.922節ル

ー0.780．…･“．(1)

ヒノキ:yj=0.926jri-0.101節j+0.67“ん

-0.534･…････(2)

これら3要因の統計処理の結果，巻込み長に影紳を与え

る因子は，残校長が最も砿要であった。次いで，枝打ち

から巻込み完了までの平均半経生長量となった。一方，

残枝径の大小は，巻込み長に影郷を与えない結果となっ

た。このため，(1),(2)式中の残枝径（巧）の項は，除い

ても差しつかえない。(1),(2)式について少し考えてみよ

う。スギ，ヒノキの残校長（蝿）は，図・2からもわか

るように小さいものでは1～3mmから，大きなもので

は12～14mmの値である。(1),(2)式より残校長の定数

2．残枝長

巻込み長に大きな影縛をおよぼすものは，残校長であ

ることがはっきりした。ここでは，残校長の大小に影響

を与えるものを考えてみよう。

これまでの節解析結果では，残枝凝と残枝長の関係は

Iﾘjらかな傾IMが侭められていない。西川の場合も同様の

結果であった。両樹穂の残校長は，図．2からもわかる

ように，そのほとんどは10mm以下であった。これま

でに測定されたスギの残校長の値は，スギでそのほとん

どが15mm以下（藤森:1975),久万林業のスギで10

mm以下（愛媛県:1969)であった。ヒノキの残校長

は,25mnl以下（桑野:1973)であったが，この値に

は天然落枝も含まれており，枝打ちによるもののみの残

校長は明らかでない。

一方，ていねいな枝打ちを行なったlllfの枝直従と残枝

艮の関係を図・3にしめす。ていねいな枝打ちをした場

一
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枝直径

る枝径は，スギ，ヒノキとも2.0cm以上のものは存在

しなかった。しかし，幹径が9.5～:10.5cmに含まれる

枝径は，ヒノキで2.0cm以上のものが存在するように

なるし，平均枝径も幹径が大きくなるほど大きくなる傾

向にある。だから，枝打時期が遅れることは，幹径とと

もに枝径も大きくなり，両者がマイナス面での相乗作用

をおよぼすので特に注意が必要である。

100

合の両樹種の残校長は，枝径が2cm程度までならほぼ

6mm以下に抑えることができそうである。残枝長のこ

の値は，西川や久万林業での現地の枝打ちによるものよ

りかなり小さい。しかし，現地での枝打作業では，作業

能率や足場の悪化等，作業条件がきびしくなるため，残

枝長もある程度大きくなることは免れないであろうか

ら，残枝長を10mm以下に抑えれば十分であろう。

ていねいな枝打ちをした場合の枝直径と残枝長の関係

(図.3）は，枝蒲生部が凹型や凸型となり，その型の述

いや程度の差から，かなりのバラツキがあるものの枝径

が大きくなるにしたがい残枝長も大きくなる傾向が認め

られる。一方’現地で枝打ちされた残枝径と残枝長の関

係は，前述したように一定の傾向が認められなかった。

この原因は，個々の枝の着生部の述いよりも，むしろ足

場の悪化や枝径の大きいものは小さなものに比べ，てい

ねいに枝打ちされるという人為的な要素力移分に含ま

れ，枝打ちが均質でないことが作用していると考えられ

る。もし，枝径の火小を問わず同じ程度の枝打ちを行な

えば，残枝径は巻込み長を左右する要因になると推察さ

れる。

このように残校長は，本来枝径の大小と関連があると

考えられるので，枝径の大きさが問題となる。枝径は，

立木惜度や品諏によって変わることが考えられるが，西

川で測定した例から検討してみよう。植栽密度が3,000

～3,500本の林分で，幹の直径が7.5～8.0cmに含まれ

3．枝打器具の違いと巻込み

枝打器具の違いが，巻込みにおよぼす影群を考えてみ

よう。ここでは，枝打器具を鉈と鋸の2種類とする。一

般に鉈で打つほうが鋸での場合に比べ巻込みが早く，安

全であるといわれている。．

まず，枝打器具別に残枝長の面から検討してみよう。

ていねいに枝打ちした時の残枝長は，器具別に図.3

にしめした。スギ，ヒノキ両樹種の残伎長は，鉈が鋸よ

りもわずかであるが小さく抑えることができるようであ

る。たとえば，枝径1cmのものを枝打ちした場合の両

樹種の残校長は,1mm前後の差が生じる。

実際にスギ林分の上層木と下層木を用いて，器具別に

交互に枝打ちした後3年間の巻込状況を澗査した結果を

表にしめした。枝打ち後の巻込状況は，上．下層木とも

鉈での枝打ちが鋸の場合よりもいくぶん早いようであ
＆

る。ヒノキでも同様の結果が得られている（竹下：

1973)。このように，枝打器具の違いにより巻込み速度

へ



33

りの方1句がわかるような個体では,3cm以上の曲りが

あると考えてよい。生潅目的が4m材とすると，幹艮4

mあたりの曲りは，より大きくなるであろう。よく枝打

ちが行なわれている林業地でも，四方艇節材の産出が極

めて少ないのは，幹の曲りのためでないかと推察され

る

表枝打器具と巻込み
－ 一

一

－

上 層 木下 肘木
I

｜
胸
一
樹
一

一

樹 高

枝打器具

ゆ1年後
合
率L2年俊一

L塾｣_a年霞

鉈釧｜鉈
26.920.7118.4

82．764．7’53.9

9609L316,[
－－

鯛

10.3

33.3

38.7 5．枝打時期

これまで瀞えてきた要因を用いて，枝抄生部の幹径が

どの程度になれば枝打ちしなければならないかを険討し

てみよう。溝え方を簡単にするため，材長3mの心持ち

四方無節材を採材目標とす為枝打ちとする。そのための

椣式図を図・4にしめした。図のように一辺ycnlの心持

ち無節材をとるためには，幹径｣'Cnl以内に枝力莨入って

救ければならない。すなわち,すくなくとも韓径がycm

以ドの時期に枝打ちが什なわれてなければならない。そ

して,ycnlの』E角材を採材するためには，その末口徹

隆ZE,Z=1/g･j'cm必要であり，幹径がZになるま

でにはすべての枝打ち跡は巻込みを完了する（図・2)。

だから，枝打llf期の検討で，岐打技術からみた最も重要

なものは残校長である。残校長をどの程度に抑えること

ができるかが，妓も重要なものとなる。

残伎艮は，スギでは西川．久万の値とし，ヒノキは四

川での値とする。そして，枝径は両樹種ともその最大枝

径を2cm程度とする。こうすると，両樹種の残枝艮

は,2mm前俄の余総を持たせればほぼ12mm以内と

に差が生じる原因の1つは，残枝長の違いであると考え

られる。ただ，器具による差は，それほど大きいとはい

えない。

鋸は，初心者でも使用し易く，幹に傷をつける心配も

少ないが，ボールソーのように柄の先端に鋸をつけた器

具では，鋸を幹に接して枝を切断することが難しく，残

枝長が大きくなることが考えられるので注意が必要であ

る。一方，鉈は，うまく使用すれば残校長を小さくする

ことができ，枝がI,さければ能率も向~|畠する。反面，生

枝打ちに伴い幹表面に傷がついた場合に着色現象が見ら

れるものが生じ，節が大きなものほどその着色現象は大

きくなるという（大迫ら：1974)。ただ，着色現象は，

枝打ち点より内部に生じるので，心持ち無節材を採材目

的とする時は問題が少ない。しかし’枝材等の採材にな

ると品貨の低下を招く危険が生じるこのように，鉈，

鋸とも一挺一短あり，それぞれの保育目標や枝打技術に

応じた器具の選定が必蕊であろう｡

一

4．幹の曲り

幹に曲りがあれば，通直な個体に比べ曲りの分だけ早

く枝打ちをしなければならないだけでなく，採材目的に

達する期間も長くなり，極めて不利となる。根元曲りを

除いた紳長3mあたりの幹の曲りの測定結果をみてみよ

う。

調査林分は，平均'卿簡直径12cm前後であり，よく枝

打ちが行なわれているスギ2休分の平均曲りは，それ

ぞれ1.2cmと2.4cmであった。ヒノキ林分は，風の影

響によると芯えられるllllりが生じており，平均lillりは

3.1cmとスギ林分に比べ大きかった。また，ヒノキ林分

の測定で2.8clnという値も得られている(百瀬:1973)。

幹の曲りの程度は，林分の立地条件により大きく左右さ

れることはもちろんであるが，幹の曲りの測定の経験か

ら外見'迦直に見える個体でも，幹艮3mあたりのIIIIり

は1～2cm程度あると考えられる。また，外見から曲
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薯：」'の柱材生産のための最小必要幹径
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考えてよいであろう。理論的に幹が通直であるとする

と，無節材生産のための枝打ち時における枝着生部の幹

係雅と，採材目標)'との関係は，

和≦y－2×l.2=y-2.4cm

となる。すなわち，採材目標の正角一辺の長さよりも

2.4cnl以上小さい時が枝打直径となる。

ていねいに枝打ちした場合の残枝長(図.3）は，枝打

器具により差があるものの両樹砿とも2mm程度の余裕

を見て8mm程度と考えてよいであろう。そうすると，

郡≦｣'－2×0.8=y-1.6cm

となる。個々の枝をていねいに枝打ちしたとしても，枝

打ち時の幹径は，西川や久万での枝打ちに比べ1cm足

らずの余裕しか生じない。

前述したように，通常の立木には，幹の曲りが存在す

る。このため，外見上通直に見える個体の槻:『時期は，

理論的に通直な個体の枝打時期よりも1～2cm程度早

くなる。ここで，外見から通直に見える個体の曲りを

1.6cmと仮定すると，枝打ち時期郡は，

節≦j'-(24+幹の曲り)=j'-(24+1.6)

=y-4.0cm

となり，採材目標ycmよりも4cm以上小さい時期に枝

打ちを行なわねばならない。たとえば,10.5cmの正角

を採材しようとするときは，枝着生部の幹筏は10.5cm

より4,0cmを引いた6,5cmよりも小さいうちに枝打

ちしなければならない。このように，幹の曲りは，枝打

技術以上に脈節材生産を困難にしている大きな要因とな

っているようである。

次に，大陸材仕立ての場合を考えてみよう。大径材仕

立ての校打時期は，小径材仕立ての枝打時期を求めるの

と同様の式でしめされる。ただ，小径材仕立ての場合と

異なるのは，枝打ち時の幹径が大きく，着生する枝径も

大きくなり，残枝長が大きくなることであろう。残枝長

が大きくなる分だけ，枝打時期も早くなることである。

例として，材長3mの丸太1本から10.5cm眼角の二方

I嚥節材を4本採材しようとする枝打ちを考えてみよう。

この時は，｜剛・4のyの値が)y=2×10.5=21.0cmと

考えてよく，幹径21cmより樹皮側に節のない材を生産

すると考えてよい。枝打ち時の枝着生部粋径xは，

節≦21.0-(残枝長十幹の曲り)＝21.0-(4.0十

1.6)＝15.4cm

となり，幹径が15cm程度以下の時に枝打ちしなければ

ならない。

幹の曲りは，採材目標が4mになれば，幹長3mあた

りよりも大きくなるであろうから，より早い時期に枝打

ちしなければならない。

~

おわりに

小径材生産で心持ち正jり四方無節材を採材･目標とする

ときは，強度の枝打ちを繰り返して行なわねばならず，

目標達成のための強度の枝打ちは，生長低下が著しくな

り非常に困難であるといえる。枝打ちをすれば，簡単に

無節材が生産できるという安易な考えは楡てるべきであ

ろう。

枝打ちは，節が少なく，節があっても生節であり死節

や抜け節を川さないことを目的として実行することが望

ましいといえる。

（たけうちいくお・林試造林部第二研究室）
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昭和48年度林業試験研究報告書

林野庁

この報告醤は，都道府県林業試験

指導機関試験費補助金により邪道府

県林業試験研究機関が実施したメニ

ュー課題研究の結果をとりまとめた

もので，研究期間の終了したものは

つぎのとおりである。

1．林業生産の集団化方式に関す

る研究(46～48年度青森県ほ

か7機関）

この調査研究の結果は，概況調

査，埜礎調査，集団化計画の立案の

3つの部門に分けてまとめられてい

る。

2．スギの耐寒，耐雪性の早期検

定法に関する試験（46～48年

度青森県ほか11機関）

造林地での被害林分調査，苗木を

用いての野外試験および切技を用い

ての屋内実験により，それぞれ寒

害，雪害による披害度および外部形

態，内部形態，生理等の形質調査を

行ない両者の単相関，多元相関係数

を求め検討した。

3．ヒノキの特性調査(46～48年

度長野県ほか8機関）

この調査では人工林を対象にした

が地域間の比較を行なうための諸条

件が不十分であったことと，ヒノキ

天然林の地域的特性調査が49年度

から本課題の延長として開始されて

いる事悩もあって，まとめは実態調

査，アイソザイム等で得られた多く

の資料から個体および林分単位で実

態を数量的にとらえた。

昭和50年3月

4．立木密度，枝打ちと肥培に関

する試験（46～48年度北海道

ほか13機関）

本試験は，内容的にある程度長期

間を要するが，3カ年の試験の結果

として主として対象立木の成長と枝

打痕の港き込み状態についてまとめ

ている。

5．幼齢木の整枝による雪害防止

試験（45～48年度秋田県ほか

7機関）

造林木の成長に対する幼齢時の整

枝の影響は成長停滞現象となって呪

われ，除蕊率が高い場合に成長停滞

現象が顕著であった。

雪害発生に対する幼齢時の整枝の

影響は，埋雪の軽減，埋雪によって

生じる根元曲り以外の雪害の軽減お

よび樹休の健全性の低下の防止とな

って現われた。

6．未利用広葉樹の緑化樹として

の開発試験（47～48年度北海

道ほか15機関）

山野に自生する未利用広葉樹のう

ち風致上すてがたくかつ部市化のす

すんだ地域でも比較的健全に生育す

ると思われる樹種を対象に生態的特

性，すなわち天然分布，生育可能芯

立地条件の施囲，各種の耐性などを

洲査検討し150樹種の選択適用範囲

を明らかにした。

7．大気汚染の樹木に及ぼす影響

並に緑化樹木育成に関する研究

（46～48年度北海道ほか11
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機関）

主な工業地帯における大気汚染と

くに発生例の多い硫黄酸化物の樹木

におよぼす影響について，大気中に

おける硫黄酸化物濃度の測定をはじ

油，スギ，ヒノキ等の主林木および

プラタナス，イチョウ，ケヤキ，モ

クセイ等の緑化木の葉中硫黄含有

量，樹木の衰退状況，樹木の生育状

況，病虫害発生状況の実態を明らか

にしている。

8．主要害虫獣の代替薬剤防除試

験（47～48年度岩手県ほか

10機関）

タマバエ類，ハムシ類，コガネム

シ鞭，ハバチ獺などの森林審虫とノ

ネズミを対象に低毒性有織燐剤，カ

ーバメート系農薬および新開発の殺

鼠剤などのなかから有望と思われる

薬剤を使用して，使用中止となった

BHCなど有機塩紫系農薬の代替薬

剤としての防除効果を検討した。

9．造林事業の標準的機械作業仕

組に関する試験（46～48年度

栃木県ほか2機関）

現行作業仕組の調査，投下労働量

の揃型，機械類の検討を行ない，機

械器具の改良，造林と素材との連け

いを考臘した作業仕組，作業方式の

比較ならびに最適計画の策定を行な

った。

※ここに紹介する資料は市販されてな

いものです。発行所へ頒布方を依頼す

るか，頒布先でご覧下さるようお願い

いたします。
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優良材生産の技術と問題

占
〃＄、、

1.保育技術特に

小径材生産の枝打

林試・四国支場安藤貴

山林No.1097

1975年10月P.4--9

優良小径材（心持ち雌節の柱材が

採材可能なもの）を生曜しようとす

ると，まず枝打ちが問題になるとし

て，枝打ちについての多くの報告を

参考として箪者の実験結果や考えを

おりまぜて，枝打問題に検討を加え

たものである。

まず，枝打ちされた枝がどのよう

な状態で巻き込まれるかを述べ，つ

いで,優良小礎材,ここでは10.5cm

角の心持ち柱材に加工できる原木の

生産を労え，そのため必要な枝打ち

をしな!ﾅればならない幹の最大径を

考嬢している。そして，どの程度ま

で枝打ちするかについて具体的に述

べ，枝打.ちも開始から終了までの伎

打体系を薄える必要があるとして，

樹高を韮準として示す枝打管理図を

提示している。最後に，ある林を枝

打ちするときには生厳目標に応じた

枝打開始後，繰返しjM間，枝打ちの

程度等によってきまる枝打技術体系

の中で現在の枝打ちのあり方を考え

てもらいたい，としている。

カラマツ材のヤニ彦出防

止処理一実験室的研究

道林産試種田健造ほか

林産試験場月報No.285

1975年10月P.1～5

カラマツの用途をさらに広げるた

めには，乾燥に伴う振れや曲り,;MII

れなどの欠点を克服する必要があ

り，とくにその独得の水目を生かし

た表面化縦用材料として,ヤニ惨III

の問題を解決する必要があるとし

て，ヤニ謬出の防止法について実験

室的に検討したものである。

材II!の鮒脂分は，大きくわけてモ

ノテルペソ頚を主体とする低沸点成

分（常温で液状）と，ロジンを主体

とするI柳点成分(常州で固体)から

なり，これらが互いに祷融しあって

存在しているものであるが’加温さ

れると粘液状となって材而にヤニと

して鯵i1iするものであると考え，加

熱によりその低沸点成分を蒸発除去

せしむること，スチーミングと加熱

または減圧を繰り返し与え，水とモ

ノテルペン蹴との共沸を起こさせて

低沸点成分を材から除去すること螺

の処難によりこの障害を取り除くこ

とを意図し突験籠的に検討を加えた

ものである。

以下，試験体および実験方法’実

験結果について詳しく述べられてい

ろ｡

樹皮，廃材の発酵

林試・浅川植村誠次

木材工業No.344

1975年11月P.35～37

現在わが国で毎年生産される樹

皮，スラッジ，のこ偶，チップ胴，

プレナー燗などの水n廃材の賊は

800万トン以上，これにパルプヘド

ロなどを加えると1,200万トン以上

にのぼっている。これらは公害源と

して処分に、っているが，一方腿，

林，園芸分野で堆厩肥に代わる有擬

質源として多大の注目をあび，各地

でその発酵堆肥化が試みられてい

る。

そこで，現在木鷺廃材の発酵唯jlu

化として，堆厩lluの製造方法に雌じ

た好気性,斯侃発酵，茸や木材腐朽閑

を利ﾊ]する好気性常撒発酵の2つの

方法について述べられている。

わがI'1では現在，のこ屑，スラッ

ジ，樹皮などの原料として，約20

万トン近くの廃材堆肥が製造，販売

されているが，今後，製造面では分

解の困雌な外材の新鮮樹皮やパルプ

ヘドロの堆肥化，とくに発酵期間の

短縮が要望されており，また販売im

では品質の統一と管理が璽要な1狐腿

となるとしている。

非皆伐施業における社会

的経営的側面からの考察

林試・関西支場久田喜二

林業経済No.323

1975年9月P､1～11

わが側の森林に対する刷民的要荊

は，外材依存率のI断まった現状から

してIm産材自給率の向I､と自然保灘

蝶に伴う原生林機能の両面から期

博されており，われわれの責務は‘

－
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この両者のバランスを保ちつつ良き

森林の維・時造成にあるとし，その』鮒

合，聯林の取扱いに関して最も好ま

しい施業と称されている非皆伐施業

について，その実現性の要因分析を

試みたものである。

まず，非皆伐施業の理解を示し，

ついで噸個林分を対象として，森林

の取扱いに関する主なタイプ，木材・

の生産目的タイプに応じた社会的側

面，経髄的側面について要因分析を

行なっているが，現災には多くの林

分の集合体・組織体とした経営的側

而からみると，かかる好ましい森林

施薬にしても種々のあい路が考えら

れるとして，つぎに林業経営という

実態的側面に立って検討を加えてい

る。林業経営の多様性，経営の発展

段階，継営者の態様，地域社会関連

などについて，非皆伐施薬の可能性

とあい蹄を整理し，最綾に，非皆伐

施業として今須流の択伐林を理想7M

において，非皆伐施業導入のための

個別経営への指針を与えている。

肥培木の材質について

東教大田島俊雄

森林と肥培No.85

1975年10月P6～8

木材が生物の遺体そのものである

ことから，木材は巡伝と環境という

2つの要因の支配下に形成された材

料である。遺伝と潔境がそれぞれど

のような比率で材演の形成に関与し

ているかを正確に知ることはできな

い。しかしながら，股近の遺伝率あ

るいは年齢効果に関する研究によ

り，材質に及ぼす遺伝の影響は非常

に大きく，相対的に環境の影響は意

外に小さいということが明らかにな

ってきた。

材質に及ぼす遺伝の影響として，

遺伝率および年齢効果について述

べ，材質に及ぼす喋境の影辨を述

べ，最後に，施肥あるいは生長速度

との関係についての最近の研究動向

を細介している。

これらの研究服告を総合して，施

肥によってかなりの材積増加をもた

らすことができるが，他方材質に及

ぼす影響はほとんど認められない

か，あるいは極めてわずかであると

いってよいのではないかとしてい

る。細胞自身にさらに微妙な痩化が

あるかもしれないが，それを明らか

に式るた通には一層精度の,{.fい今後

の研光にまたねばならないとしてい

る。

造林用トラクタおよび作

業機による造林作業の実

験(SX-30)

沼田営林署菊池文雄

機械化林業No.263

1975年10月P､1～13

育林作業に要求される特性とし

て，仲地内を植列に沿って直線走行

し，その進路のいかなる|蹴害物をも

のりこえていかなければならない。

とくに，点在する伐根乗越えは必至

で，この問題点を解決すべ<設計さ

れた鹸低地上商35cmのトラクタ

について，その作業性を現地試験し

たものである。

木機は原動機に汕圧ポンプを直結

し，ポンプは走行用・作業機用と2

個を有し，作業機はバケットおよび

ツリースベード(TS-30)であるが，

以下試験磯の概要について図を用い

て説明している。

試験の方法，試験結果についてそ

の登坂力，伐根，速度，デフロック

(固定)，バケット作業，その他につ

いて考察し，さらに作業条件，操作
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上の注恵蝋項が述べら#lているが，

紬愉として，作業面から鰐えると，

より広い幅を一度に作業できること

が有利であろうが地表而の障害物等

を考えるとより狭い幅が有利となろ

うし，また大型トラクタを使用する

とすれば，地ごしらえの段階からよ

(‘)ていねいな作業が必至であるな

ど，造林作災のトラクタによる機械

作業の蕃及の道は，まだかなり遠い

ものであるとしている。

中伐期で良質材を生産す

る育林体系

鹿児島県林政課豊饒芳明

林業かごしまNo.165

1975年9月P.2～5

短伐期集約施業型の林業経営は，

立地条件や盗金，労務などの事情か

ら容易でなく，また長伐期の施業で

は現代の気質では魅力が乏しく，県

内のおおかたのスギ造林は，中伐期

（40年)を指向した経営が主体にな

ってきているとして，県内の標準的

な中伐期施業体系を説lﾘlしたもので

あ為。

まず，中伐期施業による生産目穣

を示し，ついで施業体系として，地

ごしらえ，柿栽方法，肥培の方法，

･ド刈り，つる切り，除伐，枝打ち，

間伐等についてその薙準を示してい

る。なお，わかりやすくスギ中伐期

（集約施業）育休体系図，枝打基準

表，密度管理厳準表，を添えてい

る。

○今城和雄：地元は国有林に何を

求めているか

高知林友No.585

1975年10月P.6～10

○高野天而：間伐のすすめ

熊本の林業No.429

1975年10月P.2|～5
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もとにサブ・

ﾃー ﾏとして農林鶏
は,①森林病

害虫の造林的防除法②森林病虫獣

=＝害の防除制度③病害虫の防

除薬剤④病害虫問題の現状

⑤天敵微生物による森林害

一虫防除⑥人工林造成に伴う

ア交換③新しい発見，技術や方法

論についての情報の交換が部会の目

的となっています。

この会議は，これまで1年ないし

10月13口から20日までの間,東

京で第5回の「日米会織森林専門合

同部会」が開催されました。

この会談は日米貿易経済合同委員

会の一潔として，日米両国が＝＝

天然資源に関するあらゆる分

野について，政府レベルでの

科学技術梢報などの交換，天＝

第5回日米会議

森林専門合同部会

病害虫の変遷⑦森林の災害と災害

保険が上げられていました。

会談では，主として病虫害の防除

問題について，日米両国の技術研究

の実縦や成果と，今後の研究課題な

どが討議されましたが，特に，日本

側が発表したマツノザイセンチュウ

と北海道に発生しているトドマツオ

オアプラの防除試験に対しては，米

国側は高く評価を下したようです。

現地視察をふまえた会議の結果，

1．生物的防除法開発に関する協

力，2．化学殺虫剤の登録と使用，

3．殺虫剤使用にあたっての新技術

1年半ごとに両国で交互に開催され

ており，第1回の「人工造林」以来

「土地および水の保全」「森林と環

境」「植栽林の経営」がテーマにな

っています。

今回は「森林保謹」をテーマに米

国山林局のネルソン次長，内務省土

地管理局のバークラソド局長らを迎

えて，開催されました。

メイン・テーマである森林保謹の

然資源の効率的な開発や保全を推進

し，よりよい次代の建設に貢献する

ことを目的として設個されたもの

で，「天然資源の開発利用に関する

日米会議森林専門合同部会」という

のが正式名称です。

このうち，森林専門合同部会は，

昭和43年に設けられており，①両

国の森林資源の現状理解②多様な

森林資源の管理についてのアイディ
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急激な変動を示した

最近の木材価格

1，
1％１

１
１
．
入 〃~IM

／
８
●
口
■
■
８
■
０
０ ／

ー

1 へ

閥 このグラフは，日本銀行が毎月調

査公表している卸売物価指数(45年

＝100.0）のうち47年から50年に

かけての木材関係の価柊指数および

卸売物価指数を示したものである。

このグラフから明らかなように，

最近の木材価絡は，47年10月から

49年年初までは上昇傾向で，49年

3月頃から50年にかけては下落傾

|句に推移したが，特に47年秋から

48年始めにかけておよび48年末か

ら49年始めにかけては大幅な上昇

を示した。47年末からの暴雌は折

からの過剰流動性という条件の中

／

卸売
卓公頭
ﾉ1V心I

約

ｆｌ

〆
獅 49年 50;F48年

9112I113,,61,9!11269!12II!3!!6!,9!!1211131161,91,1211,8116

資料:11本銀行「卸売物価指数」

注：1）45年＝100.02）製材・木製品には丸太類を含まない
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の開発，4．主要樹亜の適地判定の

新手法の開発，5．コンピュータ

ー・システムの活用，6．両国共通

の害虫についての情報の交換，7．

暖地帯のマツ類のザイセンチュウに

対する感染性や抵抗性の試験，8．

発疹サビ病の生態種について米国の

交雑種を北海道で試験する。

等について合意をみ，最後に，今

後残された問題の分野は,①伐木集

材における新技術②省資源のため

の原材料の有効利用方法であるこ

と，次回はオレゴン州のボーI､ラン

ドで開催されることを確認して閉会

しました。

森林保謹に関する研究は，両国の

自然環境等に差異はあっても，研究

の状況やその結果に示唆される点が

多いことはいうまでもないことで，

こうした技術交流は，日米両国の研

究に大きく貢献するであろうと期待

されています。

で，それまで低調に推移していた住

宅建築が急速に活発化し，製材品を

中心として著しい需給ギャップが生

じたことが主な原因となった。ま

た，48年末からの高騰は，石油需

給のひっ迫を契機として生じた異常

物価高騰のなかで木材についても，

先行の供給不安等の思惑によるとこ

ろが大きく，木材実需要の増大がな

かったところが大きな特徴である。

このため，47年末の暴騰が，その後

若干の高値修正を行ないつつも，な

お上昇傾向で推移したのに，48年

末の高騰はまもなく下落に転じてい

る。

このような木材価格の変動は国民

生活にも多大の影響をもたらした

力:，今後，木材価絡の安定のために

は，木材の需給，流通・加工にわた

る安定化・合理化のための努力が必

要となっている。
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三 ＝
＝

言六価ｸﾛﾑの公害が大きな問でいたそうで,ここで六価クロ皇
三腿になっています。ゼロ価のクムの粉じんをもろに吸いこんで三
三 ＝

三三ロムは銀白色に師く金属で，酸いたわけです。＝
＝ ＝

言にも熱にも強く，腐食しにくく水がｸﾛﾑ酸ｿー ダを溶かし三
三硬く理想的な金属で人体にも雌出したあとにクロム鉱津が残り三
言 三

三害です。クロムメッキ(無水クます｡六価クロムは水に溶けや三
三

三ロム酸溶液の電解)やステンレすいので大部分はクロム酸ソ一三
三 二二

三ス（クロムと鉄・ニッケルとのダ涛液となって流出しますが，三
三 ＝＝

蕊鰯鯛鯛六約‘"・穴嫡'｡""鯵に言残溜します。数年前まではこれ薑
＝ ＝

蒙磯難価雷繍:獺宣
言ﾘプデﾝを加えれば赤の,酸化ク現瀧では焼き上がった鉱石の三

識幾蕊｡篭蓋
＝ ＝

:欝難篭:雛鴛ム蚕麓蕊懸職這
三な原子価六価のクロム酸ソーで一応安全といわれています。三

!‐'ダ.重ｸ｡ﾑ酸ｿーを製遣すそれ以前に無処理の華で投棄臺
冒ろｴ程があることです。された戯は全国で75万ﾄﾝを喜
三クロム鉱石（ほとんどインドこえると推定されますが，いつ三
＝ ＝＝

三や南アフリカ連邦からの輸入）たん捨てた鉱津の処理も現在の三
三 ＝
三には酸化鉄と三価の酸化クロム 処理法と同じようにコークスで三
三 三

三が半々に含まれています。この焼いて六価を三価クロムに還元三
＝ ＝

三鉱石とソーダ灰をまぜて粉末にしてやれば安全なのですが，掘三
目 ＝

冒し，消石灰を加えて1,100｡Cりおこしたり処理工場に逆んだ三
＝ 三

三くらいの高温で4時間ほど焼きりしている間に粉じんが出て付三
＝ 署＝

畠ます。鉱石中の三価クロムはソ近の住民に害を及ぼしかねない三
目 ＝

三一ダ灰と反応して酸化され六価し,すでに埋め立て地には住宅弓
＝ ＝1

言のｸﾛﾑになります｡これを浸や工場が建っているところが多皇’
言出タンクに入れ水を注いでｸロいのでその移転が大変です。三
三ム酸ソーダを溶かし出すのですそこで何とかその場で還元変三
三 言

言が，鼻に穴があく害で問題とな化をさせる方法を考えようとい言
三 三

言った日本化工の小松川工場ではろいろ頭をなやましているよう三
三 三

三焼き上がった鉱石をスコップとです。三
＝ 三
三リヤカーで浸出タンクまで運ん＝三

ﾐ I＝
三

三 ＝

現代用語ノート言三

三
＝
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私は四手井さんの指導で卒業論

文を,'いた蕊1期生である。

四手j卜さんが京大教授として赴

任したのは昭和29fl皇の冬であっ

た。光'kと学生という関係ではあ

るが，つき合いが始まると，いか

にも特徴的な人であることがすぐ

わかった。机に腰をlﾙけ，やせた

脚を抱え込むようにして毛ズネを

掻きながら，いつまでも雑談が続

くのである。能弁というわけでは

ないのだが，ロの動きが止まるこ

とがない。話題は森縦万象におよ

んだ。ただ，それまでの在住期間

の良かった秋田，山形の話がよく

出たようだった。それから数年，

多湖的な四手井さんの調査活動に

私も同行することが多かったが，

この間，くり返しIIHいた話や一緒

に体験した話の数々が活字になっ

た。

四手井さんという人は，先生と

呼ぶよりは，四手j|:さんと呼び掛

けて「ホイ」と答えてくれる人柄

である。この人柄が，いろいろな

人と接してその相手に好かれ，相

手からも豊富な話蝿を引き出すの

に役立っているようだ。今回出版

された「山と森の人々」は，著者

四手井さんの，永年にわたり山と

森を通じてふれあった人々の記録

であるが，著者のこうした人柄自

体が筆を握ったという感じがして

ならない。

登場する人物は多い。山案内人

や杣夫連から始まり，気骨と信念

の古い時代の森林官，直接間接の

恩師，外人学者，山持ちさん，山

厨界の先誰，そして若者群像。ど

れを取り上げても，著者と相手の

心の間の垣根を取り払ったつき合

いがしのばれるのである。

話題はどれも興味深く，読み物

熱 鱗蓬

四手井綱英著

山
と
森
の
人
々

‐

針葉樹と広葉樹の違いは？と言われ

たときに，前者には道管がなく，後

者にそれがあるというのがまず一般

ヤマグ

ノレ‐マ

的な答えになる。前回のミズメの写

真と，はじめにのせたスギやヒノキ

のそれとを比べてみれば，そのこと

ははっきりとするはずである｡さて，

それではこの写真は針葉樹のそれ

であるのか？確かに道管はない

が，其rI1に針葉樹にはないような編

の広い放射組織があって，妙だと考

えられれば注意深い人といえる。こ

れは，レッキとした広蕊樹であるヤ

マグルマの樅断面である。もしも，

これで広い放射組織がなかったら，

さぞかし，鑑定をするときに難儀だ

ろうと思うと，自然はわれわれのよ

うな雛定展に広葉樹であるといわせ

るために，ちゃんと諸口を作ってく

れていてありがたいことである。

（ヤマグルマ×40）

（林試須雌彰司氏提供）
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としてもおもしろい。そして，そ

れぞれ特徴的な紺乎の姿をほうふ

つとさせる。その'l!でも，もっと

も興味をそそるのは，山と嫌に噛

接生きた山案内人や杣夫たちの紙

であろう。猛吹雪の中を煙の臭い

を頼りに小屋にたどりつく話など

は，先頃評判になったデルス・ウ

ザーラの姿が二砥写しになる。

この書物は約20の章に分かれ

それぞれ違う人物を取り扱ってい

るが，それはたんなる人物列伝で

はない。各章の話題の中には，森

林の側きなどについての解説をは

じめ，生物学的，生態学的，林学

的知識や学問的な思想などが読み

やすいかたちでそう入されてい

る。

しかし，いろいろな立場で，い

ろいろな方法で山と森とに関係を

もってきた人々の盗を通じて，著

者が撒こうとしたのは，山と森に

接するマナーではなかったのだろ

うか。｜当l然には，やはりそれなり

のルールがある。そのルールを守

ることが，自然に接するマナーの

第一歩であり，根木でもあること

を，それとなく教えたかったので

はないだろうか。

"M'iや先輩の話になると，著者

の筆もやや遠腫がらとなる。ユー

モアを交えた人物観察の中にも，

やはり礼節をわきまえたものとみ

るべきだろうか。

とすれば，恩師の蕃昔を生意気

にも，しかもさんIj･けで紹介する

わが身はまさに物笑いの極といわ

ねばならない。

（林試只木良也）

一毎一一一一寺酢＝

価言言壹加

弱きもの汝の名は

冊l舎から東蝋に移ってきて雛いた

ことがある。雨の多少強く降ったあ

と遊略に急激に水が出て，アスファ

ルトの道を流れ，側潅に溢れながら

流れ込む。それが住宅地では土地が

硬いのか案外褐色の泥水が多い。ア

フリカの乾燥した土地が雨期の水に

より急激に，いたる所に川を作り褐

色の沈れとなる。多少大げさである

がそんな感じがする。これらの水は

一気に東京湾に流れ込むようであ

る。

一方，地下水の過卿!くみ上げで全

圃番地で地縦沈下などの生活環境の

破壊が問題となっている。戦前は火

都il咽辺に限定されていた地樅沈下

が現住では鯉尾平野など全個46地

域で進行し，浸水，塩害，柵造物の

被害といった'11土保全|大きなひず

みを生じているとのことである。

これの対策として産業柵造群議公

の工業用水基水政雄祁会がこのほど

「地下水対策の雄本的方向につい

て」の中間報告を作成したことが新

聞に報じられている。政策のik魚の

一つは工業用水道の建設の促進であ

る。この工業用水をどこから待って

く為のか郁市に降る雨の利Nlとの関

係で気になお点である。

いやでも応でも下流のため，上流

の森林の保水機能はさらに嬰求さ

れ，森林施業はいよいよむずかしく

なる。都市の生活斑境悪化のもとで

l.i然保護に必要以上に林業が押され

受け身になったように。経済的機能

と公益的機能の澗和が理想ではある

が問題は公徳的機能が山林所有者等

の利縦にならないことと，公益的機

能の評価，計鹸化の技術的にむずか，’
しいことである。

このようななかで公益機能のさら‘

に強化が求められれば必然的に林業，

の経済的機能の低下はまぬがれな’

い｡両磯能のよりいっそうの調和発，
郷として「非皆伐施業」が重視さ

れ，研究されてはいるが，これが多

少でも林家所i¥の年による平均化''|
下刈りの節減’良質材生雌による所

〃墹導経沸的プラスをもたらせばよ

いが，現瀧のところ，一般的には困

雌なことである。

一定以上の公益機能の強化のため

の受維者の蛮用負担がどうしても必

要であり’ただ単に水源地聯の造成

激川，山林所ｲj.誉の損失illi蝋だけで

なく，両機能の洲和を図るための森

林施業技術の1IM発研究灘もこの黄金I

のなかで充当できるようにありたい，

ものである。しかし仮に徴用負担が『

実現したとしても，林業の経済的位｜
世はさらに部IIjの地盤沈.ドに比例し

て低下せざるを得ない。

"'bの3m以下の道路は舗装しな

いで降雨を禰効に利剛するとかなに

か下流の努力が必要ではないか。

(M)

この欄は編集委員が担当しています

一

一

ト

１
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協会の,う三三罰

◎技術奨励事業

1．林木育種協会と本会との共催，

林野庁。林業試験場後援による50

年度林木育種研究発表会が11月18

日本会会議室において，全国各林試

および育種場より16塩の発表者に

より盛大に実施された。

2．国有林野事業技術研究発表会

（11月11～13日）の参加者に対し，

スリーエム研究会，林業機械化協会

と本会とは三団体共同して賞品を進

呈した。

3．本年度も会員に「林業手帳」の

無償配布を11月より始めました。

ご利用ください。

◎技術者および講師の派遣

1．海外農林業開発協力センター

(社)の依頼により，海外農林業開発

調査推進事業について本会坂口顧問

を11月6日より15日までの期間，ニ

ューカレドニア(仏領)に派遣した。

2．国際協力事業団の依頼で森林造

成事業開発基礎調査のため技術開発

部課長代理小原忠夫を11月26～12

月21日の間，インドネシア（南ス

マトラ）に派遣した。

3．国際協力事業団の依頼により熱

帯地域における森林調査師空写真）

の講師として，技術開発部長代理渡

辺宏を10月23日事業団に派遣し

た。

4．国際協力事業団の委託により測

＜編集室より＞本誌は400号より製本

・体裁等をかえましたが，これに伴う印

刷経費の蝋大また表紙の効果の面から，

従来あった綴込み穴を隣しました。この

ため本誌の盤理に不便をおかけしている

こともあるかと存じますが，ご容受のほ

どをお願いいたします。なお裏表紙にマ

ークを刷り込んでおりますので，穴をあ

けるさいの目印にして~ドさるよう，お願

いいたします。

量部長代理今井忠美，職員渡辺準蔵

の2名はフィリピン国バンタパンガ

ン地域埜本原図作成，地形解櫛およ

び林相図作成作業のため,12月3～

29日までフィリピンへ出張した。

◎支部連合大会

日本林業技術協会北海道支部連合

大会を11月5日北海道大学農学部

において開催。本部より福森理事長

が出席した。

、会員の増加について

かねてから各支部長，営林局各部

長，都道府県の各部課長の各位へ，

会員の増加についてご依頼申し上

げ，種々ご配慮を願っております

が，秋、営林局支部においては，10

月現在一挙に109名の増加となり総

員888名に還しました。多大のご協

力をいただきましたことを誌上をも

って厚くお礼申し上げます。

し林業技術編集委員会q

11月20日（木）本会会議室にお

’

いつもはオットリ術えている師ま

で，忙しそうに駆け回るから師走と

いうのだそうですが，昨今は，師は

師でも漫才師や落語の師匠がアッチ

のスタジオ，こっちの寄席とかけも

ちするから師走とか，テレビ時代の

年の悪ではあります。

不況に明け，不況に暮れる感じの

昭和50年，さて，来年はどんな風

が吹くことか，一夜I’lければ世の巾

ガラリ変わるわけでもないのだが，

なんとなくオメデタイ気分にならな

くちゃ悪いんでしょうかネー｡まあ、

三ガロはノンビリすごすのも悪くな

いものですが。…･･・

専売公社のコマーシャルではない

けれど，人生の句桃点といった意味

あいで越し方を振り返り，行末を恩

いて開催した。

出席者：増田・杉原・前田・西口・

中野(逆）・中村・中野(真)の各委員

と本会より福森・小田・八木沢・福

井

「林業技術」編集委員(アイウェオ順）
工藤裕士林野庁造林課

熊崎実林業試験場経営部
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根橋達三林野庁計画課

弘中義夫農林省農林径済局国際協
力諜

前l11直登林野庁業務課

期、晃林野庁研究普及課

「森林航測」編集委員〈アイウエオ順）
小野雅司林野庁計画課

北川公東洋航空事業K､K、
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山内健雄東京営林局計画課
山水男国際航業K,K、

一一〆平一一一

ったりも時々は必要であろうが，特

にオメデタがる必要もないんじゃな

いのなどと言うのは，もろもろの自

然の恵みを肌身に感じられなくなっ

てきたからでしょうかね。（八木沢）
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支部だより
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その他
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通勤，作業兼用
No.2編上靴¥4,000

登山，山林踏査に好適
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I■蕊註交陸直接農赫出版●図書錘勇浦 壷 漆函

機能分化の進んだ現代社会の森林政策は体系的な

情報処理システムを濫礎にして設計さるべきであ

り，わが国林政が今日最も必要としているのも個

々の政策に一定の方向性を与え，それらを全休と

して矛盾なく盤合化し得るような政策システムで

あろう。この本は，そのような政策システムの設

計のための理論と方法を平易に記述し新しい森林

政策システムの創造をねらったものであり旧来の

林政学とは全く異なった新しい理論と方法が見ら

れる。

森林政策学
林業政策システムの設計

京都大学教授岸根卓郎著

A5判・530頁。¥5,000。〒200
一画一G口もニローー'○■■■E一1－一■F■

好評再版著者自らの実験に基づいて「明日の造

林」をあらわして，いわゆる「ていねい植え」を

提唱した著者が，造林のモトである種と苗木につ

いて書いた本で，随所に著者独特の発想がみら

れ，参考になるところが多い。

苗林業種
へ

農学博士渡辺資仲著

新書判。213頁。￥800．〒160

0戦後初の 1月刊.〃

北海道大学膿学部大金永治・里中聖一・五十嵐恒夫編

新書判400頁・ビニールクロス装頓定価2,500円（〒200円）

｜憩瀦鰡艫爵綱:向蝋蝿遣手"，円）
参待望の独和・和独林業語彙.′鯵北大林学関係者が総力をあげて編蕊.′

林業・林学に関する独語文献の交流が盛んになされて北海道大学林学科・林産学科・浪習林の椛威者12名

いる一方，わが国の,休業・林学の発展を意図して，これが，各専門分野ごとに編集を担当，5年の歳月をかけて

の原点を探ろうとする動きも次第に高まっており，独語完成した本7噂は，国際化時代における翻訳・文献の研究

文献の解読・研究が広く要諮されている。本書は，こう聯に不可欠な労作であり，研究者，学生のみならず，広

した要請に応えて戦後初めて刊i了される，まったく新しく林業関係者が朧右にそなえておきたい甚木図菖の1冊

い独和・和独語錐である。である。

《

議各専門分野にわたる5,300語を網羅.／

収録語桑は独和，5,300,和独5,300脇林政,経済，経

営，計画，生理，生態，遺伝，土域，育煎，育林，保

誰，測樹，伐木，集巡材，砂防，測獄，休逆から，航寵

写真，リモートセンシング，林篭製迩，木材加E,樹砿

名等に至る各専門分野にわたっており，林業・林学の発

展に伴い増加した用藤，変化してきた訳語を十二分に収

めているので，活爪の幅は極めて広い。

お申込みは発行所の

日本林業調査会へ
東京祁新宿区11丁谷本村Ⅲ｣,.28ホワイトピル内

電話03（269）3911需

振醤東京6-98120番
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説明、討議、教育、報告などの楽

な複数観測方式。観測者の熟練度

に関係なく明るく正確な実体像を

約束する眼基線調整、視度調整、

照明装置の内蔵。この比類のない

性能をもつ牛方式双視実体鏡“コ

ンドル"が更に便利になりました。

それはYパララックス調整。目の

‘慣れだけでは矯正しにくい縦視差

を写真移動せずに調整します。も

ちろん、向い側観測者の像を崩す

ことはありません。ツマミを回す

だけのワンタッチ。誰にでも目の

前に実体像がグーンとクッキリ。

週面コンドルT-22¥320,000

コンドノlﾉr-22Y¥350,000
(Yパララックス調整装置付）

血牛方商号
東京都大田区千鳥2-12-7

TEL(750)0242代表〒145

★誌名ご配入の上カタログご諦求ください。
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小形種子吹付機
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彩光の技術陣は、新しい緑化工法の開発で産龍【．大きく貢献したことをみとめられ、業界で初め
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